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Z Q M 0 0 0 1 Q ​

はじめに

すべての称賛はアッラーに属します。アッラーはそのしもべに啓典を下し、そこに何の歪みも置かれませ

んでした。クルアーンを整然と読誦するよう命じられた方に、その家族と教友たちに、そして最後の日

まで正しい読誦によってアッラーの啓典を受け継いだすべての人々に、祝福と平安がありますように。

本書はTajweed (وِيد جْ تَّ の規則についての総合的な書です。その目的は、この学問のすべての規則を明確(ال

な学習順序でまとめることにあります。各項目は、イマーム・イブン・アル＝ジャザリーの本文から始ま

り、解説、色分けされたクルアーンの例、よくある誤りへの注意、そして最後に典拠が続きます。

Z QM0 0 0 2 Q  本書の方法

リワーヤ： 本書はAsh-Shatibiyyah (يَّة بِ اطِ عَاصِم) の経路によるHafs 'an 'Asim(الشَّ のリワーヤに(حَفْص عَنْ 

従います。これはマディーナ版ムスハフと大多数の印刷されたクルアーンが書かれているリワーヤで

す。Tayyibat an-Nashr (نَّشْر بَة ال يِّ  の経路に別の選択肢がある場合は、参考として述べるにとどめま(طَ

す。

典拠： 本書の基盤はイマーム・イブン・アル＝ジャザリーの著作、すなわちAl-Muqaddimah al-

Jazariyyah (يَّة  زَرِ جَ مُقَدِّمَة ال an-Nashr、at-Tamhidです。次に、文字とその特性の記述についてはマッ、(ال

キー・イブン・アビー・ターリブのar-Ri'ayah、詳細・例・学習順序についてはアル＝マルサフィー

のHidayat al-Qariを用います。

クルアーン本文： クルアーンのすべての例は、マディーナ版ムスハフに準拠したデジタルのウスマー

ン体テキストから自動的に取り出されており、手入力されたものは一つもありません。ファハド国王

クルアーン印刷所の書体（KFGQPC Hafs）で組まれています。

参照： Al-Muqaddimah al-Jazariyyahの詩句は、一般的な109句の数え方に従って番号が付けられてい

ます。その他の書物については、版によって異なるため、ページ番号ではなく、その主題が論じられ

ている箇所を示しています。

見解の相違： 学者の見解が分かれる場合は、各説を簡潔に示し、その後にシャーティビーヤの経路に

よるハフスで実践されている読み方を示します。

Z QM0 0 0 3 Q  典拠

イマーム・イブン・アル＝ジャザリー（ヒジュラ暦751年から833年）

ダマスカス出身のシャーフィイー派の学者、シャムスッディーン・アブー・アル＝ハイル・ムハンマド・

イブン・ムハンマド・イブン・ムハンマド・イブン・アリー・イブン・ユースフ・アル＝ジャザリーは、

当代随一の読誦の師であり、キラーアート学における最後の大権威でした。ヒジュラ暦751年にダマスカ

スで生まれ、833年にシーラーズで没しました。この分野の著作には、Al-Muqaddimah al-Jazariyyahと
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して知られる詩、学者としての初期に書かれたat-Tamhid fi 'Ilm at-Tajwid、大量伝承された読み方につ

いて最も広範かつ厳密に検証された著作であるan-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr、そしてその韻文版

Tayyibat an-Nashrがあります。このため、彼の言葉が本書の基盤となっています。

マッキー・イブン・アビー・ターリブ・アル＝カイスィー（ヒジュラ暦355年から437年）

アブー・ムハンマド・マッキー・イブン・アビー・ターリブ・ハンムーシュ・アル＝カイスィーは、ヒジ

ュラ暦355年にカイラワーンで生まれ、437年にコルドバで没しました。キラーアートとアラビア語の大

家です。その著ar-Ri'ayah li-Tajwid al-Qira'ah wa Tahqiq Lafz at-Tilawahは、タジュウィードのみを扱っ

た最初期の書の一つであり、文字を一つずつ記述し、その特性と名称を説明し、読誦者が各文字で犯す

誤りを警告する点で最も詳細です。

シャイフ・アブドゥルファッターフ・アル＝マルサフィー（ヒジュラ暦1409年没）

エジプトのシャイフ・アブドゥルファッターフ・イブン・アッ＝サイイド・アジャミー・アル＝マルサフ

ィーは、ヒジュラ暦14世紀のキラーアート学者です。その著Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari

は、ハフスのリワーヤによるタジュウィードの現代書として最も完備したものの一つで、学習順序、豊

富な例、細かな点や特別な語の扱いで知られています。

Z QM0 0 0 4 Q  用語について

この学問の専門用語は、学習者がそのままの形で覚えるべき固定された名称であるため、本書のすべて

の言語でアラビア語の形を保っています。本版では、各用語をラテン文字で書き、各章で初めて出るとき

にアラビア語の形を括弧内に示します。例：Ghunnah (نَّة غُ 。巻末に用語集があります。(ال

Z QM0 0 0 5 Q  色の案内

クルアーンの例では、規則が適用される文字だけに色が付けられ、語の残りの部分は黒のままです。そ

れぞれの色は本書全体を通して一つの決まった意味を持ちます。

Ghunnah ： Ikhfa' 、 Iqlab 、 Idgham bi-
Ghunnah、重子音のNunとMim

Izhar：Halqi、Shafawi、Qamari

書かれているが発音されない文字、または

Ghunnahなしで完全に同化する文字
Qalqalah

2 拍 の Madd ： Tabi'i 、 Badal 、 Silah

Sughra、'Iwad

4拍または5拍のMadd：Muttasil、Munfasil、

Silah Kubra

6拍のMadd Lazim
2・4・6拍のMadd：停止時の'Arid li-s-Sukunと

Lin

Tafkhim（重い） Tarqiq（軽い）

例で学ぶ文字 特別な場合：Sakt、Imalah、Tashil、Ishmam
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色の使い方

دِ عۡ مِنۢ بَ
Al-Baqarah 2:27

Iqlab：NunがGhunnahを伴ってMimに変わる

لَيۡهِمۡ آءٌ عَ وَ سَ
Al-Baqarah 2:6

Madd Muttasil

注意

本書は理解を助けるものであり、師から学ぶことの代わりにはなりません。タジュウィードは、学

習者の読誦を聞いて正してくれる熟達した師からMushafahah (فَهَة مُشَا によって受け継ぐもので(ال

す。教友たちが預言者صلى الله عليه وسلمから受け継いだのと同じようにです。
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Z Q M 0 0 0 6 Q章  1

タジュウィード学入門

Z QM0 0 0 7 Q1.1  タジュウィードの定義

言語的には、 タジュウィードとは改善すること、優れたものにすることを意味します。術語としては、

各文字をその調音点から発音し、その文字に特性の権利（ ）とそれにふさわしいもの（حقّ を与え（مستحقّ

ることです。イマーム・イブン・アル＝ジャザリーは次のように定義しました。

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

هَا٣٠ رُوفِ حَقَّ حُ  ءُ الْ عْطَا وَ إِ هُ هَاوَ قَّ تَحَ  هَا وَمُسْ لَ فَةٍ  مِنْ صِ

لِه٣١ِ  صْ لِأَ لِّ وَاحِدٍ  لِهِوَرَدُّ كُ ثْ مِ كَ هِ  نَظِيرِ فِي  ظُ  فْ لَّ وَال

لُّف٣٢ِ تَكَ رِ مَا  يْ غَ لًا مِنْ   مَّ فِمُكَ عَسُّ تَ لَا  بِ قِ  طْ نُّ فِي ال لُّطْفِ  بِال

ه٣٣ِ تَرْكِ يْنَ  بَ هُ وَ نَ يْ بَ يْسَ  لَ بِفَكِّهِوَ ةُ امْرِئٍ   يَاضَ  ا رِ لَّ إِ

文字の権利とは、Jahr (جَهْر ة) Shiddah、(ال دَّ لَاء) 'Isti'la、(الشِّ تِعْ  のように、決してその文字から離れない(الاسْ

恒常的な特性のことです。ふさわしいものとは、それらの特性や隣接する文字から生じるもので、

Tafkhim (خِيم فْ تَّ قِيق) とTarqiq(ال رْ تَّ هَار) Izhar、(ال ظْ غَام) Idgham、(الإِ دْ فَاء) 'Ikhfa、(الإِ خْ ) Madd、(الإِ مَدّ Qasr、(ال

などです。「各文字をその本来の場所に戻す」とは調音点から発音することであり、「同類において(القَصْر)

も同じように発音する」とは、同じ文字にはどこでも同じ特性を与え、ある箇所では丁寧に、別の箇所

ではぞんざいに読むことのないようにすることです。

イマームはさらに、これは無理や誇張をせず穏やかに行うべきであり、練習、すなわち熟達した師のも

とでの繰り返しによってのみ身につくと説明しています。

典拠: Ibn al-Jazari, al-Muqaddimah al-Jazariyyah, 詩句 30 から 33; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: الكلام على حقيقة التجويد

تعريف :Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari ;باب معنى التجويد :Ibn al-Jazari, at-Tamhid fi 'Ilm at-Tajwid ;في مقدمة الكتاب

يد .التجو

Z QM0 0 0 8 Q1.2  対象・効用・法的位置づけ

対象： クルアーンの語。その文字に権利とふさわしいものを与えるという観点から。

効用： アッラーの啓典において舌を誤りから守り、啓示されたとおりに読誦すること。

創始者： 実践面では、ジブリールから受けて教友たちに教えた預言者صلى الله عليه وسلم。書かれた学問としては読誦

と言語の大家たちで、最初期に独立して著したのは、ラーの韻を踏む詩を著したアブー・ムザーヒ

ム・アル＝ハーカーニー（ヒジュラ暦325年没）であり、その後ar-Ri'ayahのマッキーが続きます。
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法的位置づけ： 規則を理論として学ぶことは共同体の義務であり、読誦の際にそれを適用することはク

ルアーンを読むすべての人の義務です。イマーム・イブン・アル＝ジャザリーは言います。

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

مٌ لَازِم٢٧ُ يدِ حَتْ وِ جْ تَّ بِال خْذُ  مُوَالْأَ  رَانَ آثِ لْقُ جَوِّدِ ا  لَمْ يُ مَنْ 

زَلَا٢٨ نْ  هُ أَ لَ  بِهِ الْإِ هُ   نَّ  لِأَ لَا  نَا وَصَ يْ لَ  هُ إِ نْ ذَا مِ كَ هَ وَ

ة٢٩ِ لَاوَ تِّ  ةُ ال يَ لْ  ا حِ يْضً  وَ أَ هُ ءَةِوَ رَا قِ لْ  وَا
دَاءِ ةُ الْأَ نَ ي وَزِ

その根拠は﴾تِيلًا ٤ ءَانَ تَرۡ رۡ تِّلِ ٱلۡقُ  رَ لَيۡهِ وَ وۡ زِدۡ عَ
أَ
﴿ (Al-Muzzammil 73:4)の節です。イブン・アル＝ジャザリーは

an-Nashrの中で、アリー（アッラーが彼を嘉されますように）から、Tartil (تِيل رْ تَّ とは「文字のタジュウ(ال

ィードと停止箇所の知識」であると伝えています。詩のこの句には「タジュウィードをもってクルアーン

を読まない者」と「クルアーンを正しく読まない者」という二つの読み方があり、いずれも正しい発音

をおろそかにすることは罪であることを意味します。

典拠: Ibn al-Jazari, al-Muqaddimah al-Jazariyyah, 詩句 27 から 29; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: باب في معرفة حكم التجويد

.حكم التجويد :Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari ;وأدلته

Z QM0 0 0 9 Q1.3  ラフン（誤り）とその種類

Lahn (حْن  。とは、読誦における誤り、正しさからの逸脱です。二種類あります(اللَّ

種類 定義 例 法的位置づけ

Lahn

Jali (حْن  اللَّ

لِيّ جَ (ال

語を損なう明白な誤

りで、読誦者もそれ

以外の人も気づき、

意味を変えることも

あります。

文字や母音を別のものに替えること、母音のある

文字にスクーンを付けたり、無音の文字に母音を

付けたりすることで、﴾ تَ نۡعَمۡ
أَ
﴿ (Al-Fatihah 1:7)のタ

ー（Ta）をダンマで読むような場合です。

合意によって禁じられ

ています。

Lahn

Khafi

( خَفِيّ حْن ال  (اللَّ

意味ではなくタジュ

ウィードを損なう誤

りで、熟達した読誦

者だけが気づきま

す。

GhunnahやIkhfa'を省くこと、必須のMaddを

短くすること、軽い文字を重くすること。

読誦の大家たちによれ

ば、学ぶことのできる

者には許されません。

好ましくないとする学

者もいます。

典拠: Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: الكلام على اللحن; Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari: اللحن وأقسامه.

Z QM0 0 10 Q1.4  読誦の速さ

読誦にはいくつかの速さがあり、タジュウィードの規則が守られていれば、いずれも許されます。
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速さ 説明

Tahqiq

قِيق) حْ تَّ (ال
最も遅い読み方で、Maddを十分に伸ばし母音を完全に発音します。教授に適しています。

Tartil
落ち着いて熟考しながらの丁寧な読誦で、最良の速さです。Tahqiqと同じとみなす学者もいま

す。

Tadwir (ير وِ دْ تَّ (ال TahqiqとHadrの中間の速さ。

Hadr (ر حَدْ (ال 規則を守りながらの速い読誦で、主に復習に用いられます。

よくある誤り

文字や母音を落としたり、必須のMaddを短くしたりする速さはHadrではなく誤りです。

典拠: Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: مراتب القراءة; Ibn al-Jazari, at-Tamhid fi 'Ilm at-Tajwid: باب مراتب القراءة; Al-Marsafi,

Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari: مراتب القراءة.

Z QM0 0 11Q1.5  キラーア、リワーヤ、タリーク

十人のイマームの一人に帰される読み方をQira'ah (ءَة رَا といい、たとえばアースィムの読み方です。そ(القِ

の伝承者に帰されるものをRiwayah (يَة رِّوَا といい、アースィムからのハフスがその例です。伝承者より(ال

後の人々に帰されるものをTariq (يق رِ といい、イマーム・アル＝カースィム・イブン・フィッルフ・ア(الطَّ

ッ＝シャーティビー（ヒジュラ暦590年没）の詩Hirz al-Amaniによるシャーティビーヤの経路がその例で

す。イブン・アル＝ジャザリーによれば、読み方が真正であるための条件は三つです。何らかの正当な仕

方でアラビア語に合致すること、ウスマーン写本のいずれかの字形に可能性としてでも合致すること、

そして真正な伝承経路を持つことです。

典拠: Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: أركان القراءة الصحيحة في مقدمة الكتاب; Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-

Bari: القراءة والرواية والطريق.

Z QM0 0 12 Q1.6  読誦の作法

アッラーに対する誠実さ、清浄な状態で清潔な場所において読誦すること。

初めに庇護を求めること、そしてスーラの冒頭でバスマラを唱えること（次章参照）。

熟考と謙虚さ、そして無理なく声を美しくすること。ハディース「あなたがたの声でクルアーンを飾

りなさい」（アブー・ダーウード、ナサーイー）のとおりです。

学びにおける忍耐。預言者صلى الله عليه وسلمは言われました。「クルアーンに熟達した者は高貴で敬虔な書記たちと共

にあり、つかえながら苦労して読む者には二倍の報奨がある」（ブハーリーとムスリム）。
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Z Q M 0 0 1 3 Q章  2

Isti'adhahとBasmalah

Z QM0 0 14 Q2.1  Isti'adhah

Isti'adhah (تِعَاذَة  呪われた悪魔からアッラーに庇護を求めま」）أعوذ بالله من الشيطان الرجيمとは、読誦の前に(الاسْ

す」）と唱えることです。この文言はクルアーンの言葉に合致するため、読誦者たちに好まれていま

す：﴾٩٨  طَٰنِ ٱلرَّجِيمِ يۡ للَّهِ مِنَ ٱلشَّ تَعِذۡ بِٱ ءَانَ فَٱسۡ رۡ تَ ٱلۡقُ
أۡ
 إِذَا قَرَ 大多数の学者は読誦の初めにこ。(An-Nahl 16:98) ﴿فَ

れを推奨されるものとし、義務とする学者もいます。

声に出すか、静かに唱えるか

読誦が声に出したもので聞いている人がいる場合は、聞き手が最初から注意を向けるよう声に出して唱

えます。静かに読誦するとき、一人のとき、礼拝中、あるいは順番に読誦する集まりで自分が最初の読

み手でないときは、静かに唱えます。

典拠: Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: باب الاستعاذة; Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari: الاستعاذة.

Z QM0 0 15 Q2.2  Basmalah

Basmalah (لَة مَ بَسْ と唱えることです。ハフスは、バラーア（アッ＝タウバ）を除くすبسم الله الرحمن الرحيمとは(ال

べてのスーラの冒頭でこれを唱えます。スーラから読み始める場合も、前のスーラとつなげる場合も同様

です。スーラの途中から始める場合は、唱えても省いてもよく、多くの読誦の大家は唱えることを好み

ます。

Z QM0 0 16 Q2.3  スーラ冒頭でのつなぎ方

スーラの冒頭から読み始める場合、Isti'adhah、Basmalah、スーラの冒頭について四つの方法が許され

ます。

方法 やり方

Qat' al-jami'
Isti'adhahの後で止まり、Basmalahの後で止まり、それからスーラ

を始める。

一つ目の後で止まり、二つ目を三つ目に

つなげる
Isti'adhahの後で止まり、それからBasmalahをスーラにつなげる。

一つ目を二つ目につなげ、三つ目の前で

止まる

Isti'adhahをBasmalahにつなげて止まり、それからスーラを始め

る。

Wasl al-jami' 三つすべてを一息でつなげる。
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Z QM0 0 17 Q2.4  二つのスーラの間のBasmalah

スーラの終わりを次のスーラの初めにつなげる場合、三つの方法が許され、四つ目は許されません。

方法 やり方 法的位置づけ

Qat' al-jami'
スーラの終わりで止まり、Basmalah

の後で止まり、それから始める。
許される

一つ目の後で止まり、

二つ目を三つ目につな

げる

スーラの終わりで止まり、それから

Basmalahを次のスーラにつなげる。
許される

Wasl al-jami'
スーラの終わり、Basmalah、次のス

ーラをつなげる。
許される

一つ目を二つ目につな

げ、三つ目の前で止ま

る

スーラの終わりをBasmalahにつな

げ、そこで止まる。

Basmalahが前のスーラの終わりに属するか

のような印象を与えるため、許されませ

ん。

Z QM0 0 18 Q2.5  バラーア章（アッ＝タウバ）

バラーアの冒頭にはBasmalahがありません。ここから読み始める場合はIsti'adhahだけを唱え、止まる

か冒頭につなげます：﴾ٓلِهِۦ و رَسُ للَّهِ وَ مِّنَ ٱ ةٞ  آءَ アル＝アンファールの終わりにつなげる場。(At-Tawbah 9:1) ﴿بَرَ

合、Basmalahなしで三つの方法があります。息継ぎをして止まる、息継ぎなしのSakt (كْت そして、(السَّ

Wasl (ل وَصْ です。この章の途中から始める場合、Basmalahについては読誦の大家たちの見解が分かれ(ال

ます。

注意

スーラの途中から、悪魔に言及する節やアッラーの御名につなげるのがふさわしくない内容の節で

始める場合は、 Basmalahの後で止まるのがよいでしょう。 ﴾ رَ قۡ مُ ٱلۡفَ كُ طَٰنُ يَعِدُ يۡ ﴿ٱلشَّ
(Al-Baqarah 2:268)がその例です。

典拠: Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: باب البسملة; Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari: البسملة وأوجهها بين

.السورتين
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Z Q M 0 0 1 9 Q章  3

マハーリジュ：調音点

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

شَر٩ْ ةَ عَ عَ بْ  رُوفِ سَ حُ  خَارِجُ الْ بَرْمَ تَ  هُ مَنِ اخْ تَارُ خْ  لَّذِي يَ لَى ا عَ

ي١٠ هَا وَهِ تَا  خْ جَوْفِ وَأُ  لِفُ الْ  فَأَ ي نْتَهِ تَ وَاءِ  لْهَ لِ حُرُوفُ مَدٍّ 

ء١١ُ هَا زٌ  مْ هَ لْقِ  حَ  قْصَى الْ  لِأَ مَّ  ءُثُ حَا يْنٌ  عَ فَ طِهِ  وَسْ لِ مَّ  ثُ

لْقَاف١٢ُ هَا وَا ؤُ خَا يْنٌ  غَ هُ  نَا دْ لْكَافُأَ مَّ ا فَوْقُ ثُ لِّسَانِ   قْصَى ال  أَ

يَا١٣ ينُ  مُ الشِّ جِي طُ فَ وَسْ لْ فَلُ وَا سْ يَاأَ لِ ذْ وَ تِهِ إِ فَ حَا ادُ مِنْ  وَالضَّ

هَا١٤ نَا مْ يُ وْ  رَ أَ سَ يْ  رَاسَ مِنْ أَ هَاالَاضْ هَا نْتَ مُ لِ هَا  نَا دْ لَّامُ أَ وَال

لُوا١٥ عَ  حْتُ اجْ  فِهِ تَ رَ  نُّونُ مِنْ طَ دْخَلُوَال لِظَهْرٍ أَ نِيهِ  يُدَا ا  رَّ وَال

هُ وَمِن١٦ْ نْ تَا مِ الُ وَ ءُ وَالدَّ ا تَكِنْوَالطَّ  رُ مُسْ فِي  يَا وَالصَّ نَا  ثَّ يَا ال لْ عُ

لَى١٧  فْ يَا السُّ نَا  ثَّ فَوْقِ ال هُ وَمِنْ  نْ يَامِ لْ عُ لْ لِ ثَا  الُ وَ ءُ وَالذَّ ا وَالظَّ

فَه١٨ْ نِ الشَّ بَطْ هِمَا وَمِنْ  فَيْ رَ  فَهْمِنْ طَ مُشْرِ لْ يَا ا نَا  ثَّ رَافِ ال  لْفَا مَعَ اطْ فَا

م١٩ُ ءٌ مِي بَا وَاوُ  لْ يْنِ ا تَ فَ لِلشَّ يْشُومُ خَ  رَجُهَا الْ خْ ةٌ مَ  نَّ وَغُ

Z QM0 0 2 0 Q3.1  マフラジュとは何か、どう見つけるか

Makhraj (رَج خْ مَ とは、文字の音が止まる場所であり、それによってその文字固有の音が定まります。見(ال

つけるには、文字を無音または重子音にし、その前に母音付きのハムザを置いて発音し、音がどこで止

まるかに注意します。そこがその文字のマフラジュです。例： قْ ، أَ تْ ، أَ بْ 。أَ

マフラジュには、喉・舌・唇の特定の部分に依拠する確定的なもの（muhaqqaq）と、特定の部分に依

拠しない推定的なもの（muqaddar）があります。前者は大部分の文字のもので、後者はHuruf al-

Madd ( مَدّ のものです。これらは息が尽きるときにはじめて終わるからで、イマームが「息ととも(حُرُوف ال

に終わるマッドの文字」と言うとおりです。

Z QM0 0 2 1Q3.2  マハーリジュの数

イブン・アル＝ジャザリーと大多数の学者が選んだ見解では、マハーリジュは十七あり、これはアル＝ハ

リール・イブン・アフマドの見解です。スィーバワイフとその追随者たち、たとえばシャーティビーは
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Jawf (جَوْف を除いてその文字を喉・舌の中央・唇に振り分け、十六と数えました。アル＝ファッラー(ال

は、ラーム・ヌーン・ラーに一つのマフラジュを与えて十四と数えました。いずれも五つの大きな領域

に収まります：Jawf、Halq (لْق حَ لِّسَان) Lisan、(ال  تَان) Shafatan、(ال فَ يْشُوم) Khayshum、(الشَّ خَ 。(ال

典拠: Ibn al-Jazari, al-Muqaddimah al-Jazariyyah, 詩句 9 から 19; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: باب مخارج الحروف;

Makki ibn Abi Talib, ar-Ri'ayah li-Tajwid al-Qira'ah: باب مخارج الحروف; Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari: مخارج

.الحروف

Z QM0 0 2 2 Q3.3  十七のマハーリジュ

1

2

3

4

5
67

8

17
9

10

11

12

13

14

15

16

図1：口・喉・鼻のおおよその側面図。数字は表の調音点の番号です。

# 領域 正確な位置 文字

1 Jawf 喉と口の内部の空間 ا و ي )المدية(

2 Halq 喉の最も奥、胸に最も近い部分 ء هـ

3 Halq 喉の中央 ع ح

4 Halq 喉の最も手前、口に近い部分 غ خ

5 Lisan 舌の奥と、その上の軟口蓋 ق

6 Lisan 舌の奥、カーフ（Qaf）よりやや前、口蓋とともに ك

7 Lisan 舌の中央と、その上の硬口蓋 ج ش ي
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# 領域 正確な位置 文字

8 Lisan 舌の片側または両側の縁と上の臼歯。左側の方が容易で一般的 ض

9 Lisan 両側の縁の前部から舌先まで、上の歯の歯茎に対して ل

10 Lisan 舌先と上の前歯の歯茎、ラームよりやや下 ن

11 Lisan 舌先と舌の表面の一部を上の歯茎に、ヌーンよりやや奥 ر

12 Lisan 舌先と上の前歯の付け根 ط د ت

13 Lisan 舌先を下の前歯のすぐ上に、わずかな隙間を残して ص ز س

14 Lisan 舌先と上の前歯の先端 ظ ذ ث

15 Shafatan 下唇の内側と上の前歯の先端 ف

16 Shafatan 両唇：バーとミームでは閉じ、ワーウでは丸めて開く و ب م

17 Khayshum 鼻の内側の奥 الغنة

アル＝ファーティハからの例

مَٰلِكِ
Al-Fatihah 1:4

アリフ、Jawfから（1）

دُ ٱلۡحَمۡ
Al-Fatihah 1:2

喉の中央からのハー（Ha'）（3）

وبِ غۡضُ لۡمَ يۡرِ ٱ غَ
Al-Fatihah 1:7

喉の手前からのガイン（4）、舌の
縁からのダード（8）

تَقِيمَ سۡ لۡمُ رَٰطَ ٱ  صِّ ٱل
Al-Fatihah 1:6

舌先からのサード（13）、舌の奥

からのカーフ（5）

تَعِينُ نَسۡ إِيَّاكَ  عۡبُدُ وَ نَ
Al-Fatihah 1:5

喉の中央からのアイン（3）、

Jawfからのマッドのヤー（1）

تَ عَمۡ نۡ
أَ
لَّذِينَ  ٱ

Al-Fatihah 1:7

歯の先端からのザール（14）、そ

の付け根からのター（Ta）（12）

Z QM0 0 2 3 Q3.4  歯と舌の部位

マハーリジュは歯と舌の部位で説明されるため、学習者はそれらの名称を知る必要があります。歯はふ

つう三十二本で、上下それぞれに中切歯二本、側切歯二本、犬歯二本、小臼歯二本、臼歯六本、親知ら

ず二本があります。
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1

2

3

4 4

Thanaya（4）：中切歯

Ruba'iyyat（4）：側切歯

Anyab（4）：犬歯

Dawahik（4）：第一小臼歯

Tawahin（12）：臼歯

Nawajidh（4）：親知らず

1

舌先：ヌーン、ラー。ター（Ta'）、ダール、タ
ー（Ta）。サード、ザーイ、スィーン。ザー

（Dha'）、ザール、サー（Tha）

2
舌の中央：ジーム、シーン、マッドの文字では

ないヤー

3 舌の奥：カーフ（Qaf）、次にカーフ（Kaf）

4
舌の両縁：上の臼歯に対するダードと、その前

部からのラーム

図2：上から見た上の歯と舌。かっこ内の数は上下両方のあごの歯の数です。

Z QM0 0 2 4 Q3.5  注意点

ダードとザー（Dha'）： 最も混同されやすい文字です。ダードは舌の縁と上の臼歯からIstitalah

لَة) تِطَا  を伴って出ます。ザー（Dha'）は舌先と上の前歯の先端から出ます。ダードをザーや重いダ(الاسْ

ールのように発音してはいけません。

ハムザとハー（Ha'）： 最も遠い点から出るため、完全に発音するよう注意してください。特に無音の

ハーと語末のハーに気をつけましょう。

'AynとHa'： 多くの非アラブ人がするように、'AynをHamzahに、Ha'を軽いHa'に変えないよう注意

してください。

Tha、Dhal、Dha'： 舌先をわずかに出して前歯の先端に触れさせなければなりません。SinやZayの

ように発音してはいけません。

補足

Alifの前には常にファトハ、マッドのWawの前にはダンマ、マッドのYaの前にはカスラがありま

す。ファトハの後でWawやYaが無音のとき、それはLin (لِّين  の文字であり、Jawfからは出ませ(ال

ん。Wawは唇から、Yaは舌の中央から出ます。

典拠: Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: باب مخارج الحروف; Makki ibn Abi Talib, ar-Ri'ayah li-Tajwid al-Qira'ah: باب مخارج

.مخارج الحروف وأسماء الأسنان :Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari ;الحروف وذكر الأسنان
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Z Q M 0 0 2 5 Q章  4

スィファート：文字の特性

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

فِل٢٠ْ تَ  وٌ مُسْ  رٌ وَرِخْ هَا جَهْ  فَاتُ قُلْصِ دَّ  ةٌ وَالضِّ تَ مَ تِحٌ مُصْ نْفَ مُ

كَت٢١ْ خْصٌ سَ  هُ شَ  ثَّ حَ هَا فَ سُ هْمُو مَ بَكَتْ قَطٍ  جِدْ  ظُ أَ لَفْ هَا  شَدِيدُ

ر٢٢ْ مَ عُ لِنْ  دِيدِ  وٍ وَالشَّ يْنَ رِخْ بَ صَرْوَ قِظْ حَ غْطٍ  وٍ خُصَّ ضَ لْ عُ بْعُ   وَسَ

بَقَه٢٣ْ  ءٌ مُطْ ا ءُ ظَ ا ادٌ طَ ادُ ضَ لَقَهْوَصَ  مُذْ لْ رُوفُ ا حُ  بِّ الْ لُ رَّ مِنْ  فِ وَ

ين٢٤ُ ادٌ وَزَايٌ سِ هَا صَ رُ فِي  لِّينُصَ  جَدٍ وَال قُطْبُ  ةٌ  لَ لْقَ قَ

حَا٢٥ تَ نْفَ نَا وَا كِّ ءٌ سُ يَا حَاوَاوٌ وَ حِّ  رَافُ صُ حِ  لِانْ لَهُمَا وَا بْ قَ

عِل٢٦ْ رٍ جُ ي تَكْرِ بِ ا وَ رَّ لَّامِ وَال فِي ال تَطِلْ  ادًا اسْ ينُ ضَ شِّي الشِّ فَ تَّ لِل وَ

Z QM0 0 2 6 Q4.1  定義と効用

Sifah (فَة とは、文字がそのマフラジュで生まれるときのあり方です。息が流れるか止まるか、音が流(الصِّ

れるか止まるか、舌が上がるか下にとどまるか、などです。マフラジュは文字がどこで生まれるかを、

スィファは文字がどのように生まれるかを決めます。

第一の効用： 同じマフラジュを持つ文字を区別すること。スィファートがなければ、Ta'、Dal、Ta

は一つの音になってしまいます。

第二： 異なるマハーリジュの文字の発音を良くすること。

第三： 強い文字と弱い文字を知り、どこで同化が許され、どこで許されないかを知ること。

スィファートには二種類あります。文字から決して離れず本章の主題であるSifat Lazimah (لَّازِمَة فَات ال (الصِّ

と、ある状況では現れ別の状況では現れないSifat 'Aridah (فَات العَارِضَة です。後者にはTafkhimと(الصِّ

Tarqiq、Izhar、Idgham、Iqlab、Ikhfa'、Madd、Qasrなどがあります。イブン・アル＝ジャザリーは

恒常的な特性を十七と数え、マッキーはar-Ri'ayahでさらに多くの特性と名称を挙げました。特性に

は、反対のあるものとないものの二つの型があります。

Z QM0 0 2 7 Q4.2  反対のある特性

特性 定義 文字

Hams (هَمْس (ال マフラジュへの圧力が弱いため、文字を発音するときに息が流れる
خْصٌ سَكَتْ  هُ شَ  ثَّ حَ فَ

(10)
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特性 定義 文字

Jahr (جَهْر (ال マフラジュへの圧力が強いため、息が止まる
その他すべ

て（18）

Shiddah (ة دَّ (الشِّ マフラジュへの圧力が完全なため、音が止まる
بَكَتْ قَطٍ  جِدْ  أَ

(8)

Tawassut

ط) وَسُّ  تَّ (ال
ShiddahとRakhawahの中間の音 رْ مَ لِنْ عُ  (5)

Rakhawah

خَاوَة) رَّ (ال
圧力が弱いため、音が流れる 残り（15）

Isti'la'

لَاء) تِعْ  (الاسْ
舌の奥が口蓋に向かって上がる

قِظْ خُصَّ ضَغْطٍ 

(7)

Istifal (تِفَال  (الاسْ 舌が下にとどまり、口蓋から離れている 残り（21）

Itbaq (بَاق  طْ (الإِ 舌の一部が口蓋に押し当てられ、音がその間に閉じ込められる
ص ض ط ظ

(4)

Infitah (تَاح فِ نْ (الا 舌が口蓋から離れ、その間を空気が通る 残り（24）

Idhlaq (ذْلَاق (الإِ 舌先または唇から出る、軽く速い文字 لُبِّ رَّ مِنْ  فِ  (6)

Ismat (مَات  صْ (الإِ
字義は「引き止めること」。術語としては重さ（Tafkhimではない）：4つまたは

5つの語根文字をもつアラビア語の単語は、これらの文字だけでは作られません
残り（22）

補足

表の数はマッドのAlifを除く28文字に基づいています。Alifも数える場合は、Jahr、Rakhawah、

Istifal、Infitah、Ismatにそれぞれ1を加え、19、16、22、25、23となります。

Z QM0 0 2 8 Q4.3  反対のない特性

特性 定義 文字

Safir (فِير  (الصَّ 鳥のさえずりのような鋭い付加音 ص ز س

Qalqalah (لَة قَ لْ قَ (ال
文字が無音のときにマフラジュが振動し、はっきりした反響

が生じる
قُطْبُ جَدٍ

Lin (لِّين (ال 文字が無理なく容易に出る
ファトハの後の無音のWaw

とYa

Inhiraf (رَاف حِ  (الانْ 文字がマフラジュを離れた後、別の方へ傾く ل ر

Takrir (رِير كْ  تَّ (ال Ra'で舌先が震えること。避けるために学ぶ ر
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特性 定義 文字

Tafashshi

فَشِّي)  تَّ (ال
空気が口の中に広がる ش

Istitalah

لَة) تِطَا  (الاسْ
音が舌の縁に沿って前から後ろへ伸びる ض

アル＝マルサフィーなど一部の学者は、NunとMimにGhunnah (نَّة غُ 'を、マッドの文字とHa'にKhafa(ال

خَفَاء) 。を加えています（隠れ）(ال

例

وِّرَتۡ
كُ

At-Takwir 81:1

無音のTaのHams：息が流れる

لَحَ فۡ
أَ
قَدۡ 

Al-Mu'minun 23:1

DalのJahr、Shiddah、Qalqalah

رَٰطَ  صِّ ٱل
Al-Fatihah 1:6

SadとTa'のItbaqとIsti'la'

٢  دُ مَ للَّهُ ٱلصَّ ٱ
Al-Ikhlas 112:2

SadのSafir

يرٞ ءٖ قَدِ يۡ لِّ شَ
كُ

Al-Baqarah 2:20

ShinのTafashshi

لِّينَ آ لَا ٱلضَّ  وَ
Al-Fatihah 1:7

DadのIstitalah

典拠: Ibn al-Jazari, al-Muqaddimah al-Jazariyyah, 詩句 20 から 26; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: باب صفات الحروف;

Makki ibn Abi Talib, ar-Ri'ayah li-Tajwid al-Qira'ah: ذكر ألقاب الحروف وصفاتها; Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari:

.صفات الحروف

Z QM0 0 2 9 Q4.4  各文字の特性の表

最初の五列は、各組から一つの特性を示します。（1）HamsまたはJahr、（2）Shiddah、Tawassutまた

はRakhawah、（3）Isti'la'またはIstifal、（4）ItbaqまたはInfitah、（5）IdhlaqまたはIsmat。どの文

字にも少なくとも五つ、多くて七つの特性があります。

文字 1 2 3 4 5 その他

ء Jahr Shiddah Istifal Infitah Ismat ·

ب Jahr Shiddah Istifal Infitah Idhlaq Qalqalah

ت Hams Shiddah Istifal Infitah Ismat ·

ث Hams Rakhawah Istifal Infitah Ismat ·

ج Jahr Shiddah Istifal Infitah Ismat Qalqalah

ح Hams Rakhawah Istifal Infitah Ismat ·

خ Hams Rakhawah Isti'la' Infitah Ismat ·

د Jahr Shiddah Istifal Infitah Ismat Qalqalah

ذ Jahr Rakhawah Istifal Infitah Ismat ·
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文字 1 2 3 4 5 その他

ر Jahr Tawassut Istifal Infitah Idhlaq Inhiraf، Takrir

ز Jahr Rakhawah Istifal Infitah Ismat Safir

س Hams Rakhawah Istifal Infitah Ismat Safir

ش Hams Rakhawah Istifal Infitah Ismat Tafashshi

ص Hams Rakhawah Isti'la' Itbaq Ismat Safir

ض Jahr Rakhawah Isti'la' Itbaq Ismat Istitalah

ط Jahr Shiddah Isti'la' Itbaq Ismat Qalqalah

ظ Jahr Rakhawah Isti'la' Itbaq Ismat ·

ع Jahr Tawassut Istifal Infitah Ismat ·

غ Jahr Rakhawah Isti'la' Infitah Ismat ·

ف Hams Rakhawah Istifal Infitah Idhlaq ·

ق Jahr Shiddah Isti'la' Infitah Ismat Qalqalah

ك Hams Shiddah Istifal Infitah Ismat ·

ل Jahr Tawassut Istifal Infitah Idhlaq Inhiraf

م Jahr Tawassut Istifal Infitah Idhlaq Ghunnah

ن Jahr Tawassut Istifal Infitah Idhlaq Ghunnah

ه Hams Rakhawah Istifal Infitah Ismat ·

و Jahr Rakhawah Istifal Infitah Ismat Lin

ي Jahr Rakhawah Istifal Infitah Ismat Lin

この表のLinは、ファトハの後で無音になっているWawとYaだけに当てはまります。

Z QM0 0 3 0 Q4.5  強いものと弱いもの

強い特性：Jahr、Shiddah、 Isti'la'、 Itbaq、Safir、Qalqalah、 Inhiraf、Takrir、Tafashshi、

Istitalah、Ghunnah。弱い特性：Hams、Rakhawah、Istifal、Infitah、Lin、Khafa'。アル＝マルサ

フィーらによれば、Tawassut、Idhlaq、Ismatは強いとも弱いともされません。文字の強弱は、強い特

性をいくつ兼ね備えているかで決まり、最も強い文字はTa'、最も弱い文字はHa'です。

補足

特性は同じマフラジュの文字を区別します。Ta'、Dal、Taは同じ場所から出ますが、Isti'la'と

Itbaqを持つのはTa'だけ、Hamsを持つのはTaだけで、DalはItbaqなしのJahrとShiddahを持ち

ます。Sad、Zay、Sin、そしてDha'、Dhal、Thaも同様です。

典拠: Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: باب صفات الحروف; Makki ibn Abi Talib, ar-Ri'ayah li-Tajwid al-Qira'ah: باب ذكر

.تقسيم الصفات إلى قوية وضعيفة :Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari ;الحروف القوية والضعيفة
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Z Q M 0 0 3 1 Q章  5

文字を一つずつ

マハーリジュとスィファートの後、読誦者は各文字を個別に知る必要があります。そのマフラジュ、主

な特性、発音で起こる誤りです。これは各文字に一章を設けたイマーム・マッキーのar-Ri'ayahの方法で

す。イマーム・イブン・アル＝ジャザリーもムカッディマで、誤りの多い文字と語について注意を促しま

した。

Z QM0 0 3 2 Q5.1  主な注意点を付した文字の表

文

字

マフラジュ番

号
要点

ا 1 重さ・軽さは前の文字に従う。軽い文字の後では決して重くならない。

ء 2 圧力をかけず穏やかに発音する。無音のときは明瞭に。伝承のある所でのみ軽くする。

هـ 2 最も弱く隠れた文字。語中と語末で明瞭に、特に繰り返しや無音のとき。

ع 3 Hamzahにしてはならない。無音のときはTawassutで明瞭に、緊張させない。

ح 3 軽いHa'やKha'にしてはならない。'AynやHa'の隣では明瞭に。

غ 4 誇張せずに重く。Qafにしてはならない。

خ 4 QafやGhaynの方へ誇張せずに重く。

ق 5 Shiddah、Jahr、Isti'la'。KafやGhaynにしてはならない。無音のときはQalqalah。

ك 6 HamsとShiddahを明瞭に、特に繰り返すとき。

ج 7 張りがあり有声。Shinのように柔らかくしてはならない。無音のときはQalqalah。

ش 7 Tafashshiを明瞭に、特に無音や重子音のとき。

ي 7 マッドの文字でないときは舌の中央から。単独のYaを重ねてはならない。

ض 8 舌の縁からIstitalah (لَة تِطَا  。を伴って。Dha'や重いDalにしてはならない(الاسْ

ل 9
軽い。ただしファトハかダンマの後のアッラーの御名では重い。スクーンを完全に保

つ。

ن 10 本来のGhunnahを持ち、重子音・隠蔽・同化のときに十分に現れる。
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文

字

マフラジュ番

号
要点

ر 11 震えを隠す、特に重子音のとき。重さと軽さの規則がある。

ط 12 最も強い文字。無音のときはQalqalah。Taに同化してもItbaqは残る。

د 12 無音のときはQalqalah。決して重くしない。

ت 12 Hamsを明瞭に。Ta'のように重くしてはならない。

ص 13 Itbaq、Isti'la'、Safir。Sinにしてはならない。

ز 13 有声でSafirを持つ。Sinにしてはならない。

س 13 無声でSafirを持つ。重い文字の前でSadにしてはならない。

ظ 14 舌先を歯に当て、Itbaqを伴う。重いZayにしてはならない。

ذ 14 ZayやDalにしてはならない。

ث 14 SinやTaにしてはならない。

ف 15 軽く無声。重い文字の隣でも重くしない。

و 16 唇を丸める。マッドのWawは伸ばし、重ねず、後続のWawに同化させない。

ب 16 張りがあり有声。決して重くしない。無音のときはQalqalah。

م 16 唇を閉じる。重い文字の前でも軽く。重子音のときはGhunnahが現れる。

典拠: Makki ibn Abi Talib, ar-Ri'ayah li-Tajwid al-Qira'ah: فًا فًا حر :Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari ;أبواب الحروف حر

.الكلام على كل حرف وما يجب له

Z QM0 0 3 3 Q5.2  軽い文字を軽く保つ

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

حْرُف٣٤ِ لًا مِنْ أَ فِ تَ  قِّقَنْ مُسْ رَ فَ لِفِ  ظِ الْأَ لَفْ مَ  ي خِ تَفْ حَاذِرَنْ  وَ

نَا٣٥ عُوذُ اهْدِ مْدُ أَ حَ  زَ الْ مْ هَ نَاوَ لَ هِ   لَّ لِ مَّ لَامَ  هُ ثُ  لَّ ال

هِ وَلَا الض٣٦ْ  لَّ لَى ال عَ فْ وَ لَطَّ تَ يَ لْ مَرَضْوَ ةٍ وَمِنْ  مَصَ خْ مَ مَ مِنْ  مِي لْ وَا

詩人はIstifal (تِفَال  のすべての文字を軽く保つよう命じ、誤りの多いものを挙げています。Alifは軽い(الاسْ

文字の後で決して重くならない。語頭のHamzah。アッラーの御名や重い文字の隣のLam。重い文字の
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隣のMimです。

دُ ٱلۡحَمۡ
Al-Fatihah 1:2

始めのHamzahは軽い

نَا دِ ٱهۡ
Al-Fatihah 1:6

軽いHamzah

فۡ تَلَطَّ لۡيَ  وَ
Al-Kahf 18:19

LamはTa'の前でも軽いまま

لِّينَ آ لَا ٱلضَّ  وَ
Al-Fatihah 1:7

wa-laのLamはDadの前でも軽い
まま

ةٍ صَ خۡمَ فِي مَ
Al-Ma'idah 5:3

MimはKha'の前でも軽いまま

رَضٞ بِهِم مَّ و
لُ فِي قُ

Al-Baqarah 2:10

Mimは重いRa'の前でも軽いまま

Z QM0 0 3 4 Q5.3  Ba、Jim、Qalqalahの文字

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

بِذِي٣٧ هِمْ  بَاطِلٍ بِ بَرْقٍ  ءَ  بَا لَّذِيوَ جَهْرِ ا  ةِ وَالْ  لَى الشِّدَّ عَ وَاحْرِصْ 

ر٣٨ِ بْ  بِّ الصَّ حُ  جِيمِ كَ  فِي الْ هَا وَ فِي رِ لْفَجْ جِّ ا  تْ وَحَ ثَّ تُ  ةٍ اجْ وَ بْ رَ

نَا٣٩ نْ سَكَ لًا إِ لْقَ نَنْ مُقَ يِّ  بَ نَاوَ يَ بْ  قْفِ كَانَ أَ وَ لْ فِي ا يَكُنْ  نْ  وَإِ

Baは軽い文字です。﴾
قٞ بَرۡ ﴾や(Al-Baqarah 2:19) ﴿وَ

لٞ بَٰطِ  ﴾、のような語で重くしたり(Al-A'raf 7:139) ﴿وَ ﴿بِهِمۡ
(Al-Baqarah 2:15)で弱めたりしないでください。BaとJimのShiddahとJahrを保ち、特に重子音や無音のと

きは、息も音も流れないようにします。次の例のとおりです。

重子音と無音のBaとJim

ا بّٗ دُّ حُ شَ
أَ


Al-Baqarah 2:165

بۡرِ بِٱلصَّ اْ   وۡ تَوَاصَ وَ
Al-Balad 90:17

ةٍ بۡوَ بِرَ
Al-Baqarah 2:265

تُثَّتۡ ٱجۡ
Ibrahim 14:26

رٞ هُ شۡ
أَ
ٱلۡحَجُّ 

Al-Baqarah 2:197

رِ ١ جۡ وَٱلۡفَ
Al-Fajr 89:1

さらに、Qalqalah (لَة لْقَ قَ の文字が無音のときにはそれを明瞭にするよう命じ、停止するときにはいっそ(ال

う明瞭になると述べています。詳細はQalqalahの章にあります。
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Z QM0 0 3 5 Q5.4  Ha'とSin

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

حَق٤٠ُّ  حَطتُّ الْ حَصَ أَ ءَ حَصْ حَا قُووَ يَسْ طُو  يَسْ قِيمِ  تَ  ينَ مُسْ وَسِ

Ha'が繰り返されるときや近い文字の隣にあるときは明瞭にします。﴾ قُّ صَ ٱلۡحَ حَ صۡ (Yusuf 12:51) ﴿حَ

や﴾ طتُ حَ
أَ
﴿ (An-Naml 27:22)のとおりです。Ta'やQafの前でSinを重くしてSadにしないよう注意しま

す。﴾ ونَ طُ يَسۡ ﴿ (Al-Hajj 22:72)、﴾ ونَ قُ يَسۡ ﴿ (Al-Qasas 28:23)、﴾ تَقِيمَ لۡمُسۡ 。のとおりです(Al-Fatihah 1:6) ﴿ٱ

Z QM0 0 3 6 Q5.5  Sukun、Infitah、Shiddah

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

نَا٤٧ لْ عَ فِي جَ كُونِ  لَى السُّ عَ نَاوَاحْرِصْ  لْ لَ  مَغْضُوبِ مَعْ ضَ لْ عَمْتَ وَا نْ  أَ

سَى٤٨ حْذُورًا عَ تَاحَ مَ فِ نْ لِّصِ ا خَ ظُورًا عَصَىوَ مَحْ بِ بَاهِهِ  تِ  خَوْفَ اشْ

تَا٤٩ بِ بِكَافٍ وَ ةً   تَاوَرَاعِ شِدَّ نَ تْ فِ فَّى  وَ تَ تَ شِرْكِكُمْ وَ كَ

完全なスクーン： 近い文字の前の無音のLam、Nun、Mim、Ghaynでは、母音を加えず同化もさせ

ません。﴾لۡنَا عَ إِذۡ جَ ﴾、(Al-Baqarah 2:125) ﴿وَ تَ عَمۡ نۡ
أَ
﴿ (Al-Fatihah 1:7)、﴾ وبِ غۡضُ لۡمَ لَلۡنَا﴾、(Al-Fatihah 1:7) ﴿ٱ ﴿ضَ

(As-Sajdah 32:10)のとおりです。

純粋なInfitah：  DhalとSinにおいて、﴾ا ورٗ حۡذُ ا﴾を(Al-Isra 17:57) ﴿مَ ورً حۡظُ ﴾、と(Al-Isra 17:20) ﴿مَ ىٰٓ ﴿وَعَسَ
(Al-Baqarah 2:216)を﴾ ىٰٓ 。と混同しないようにします(Taha 20:121) ﴿وَعَصَ

Shiddah を 保 つ ：  Kafと Ta が 繰 り 返 さ れ る と き。 مۡۚ﴾  كِكُ رۡ بِشِ ﴿ (Fatir 35:14) 、 ﴾ مُ ﴿تَتَوَفَّىٰهُ
(An-Nahl 16:28)、﴾

ٱلۡفِتۡنَةُ 。のとおりです(Al-Baqarah 2:191) ﴿وَ

典拠: Ibn al-Jazari, al-Muqaddimah al-Jazariyyah, 詩句 34 から 49; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: فصل في تجويد الحروف

:Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari ;أبواب الحروف :Makki ibn Abi Talib, ar-Ri'ayah li-Tajwid al-Qira'ah ;وتصحيحها

.التنبيهات على بعض الحروف
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Z QM0 0 3 7 Q5.6  DadとDha'

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

رَج٥٢ِ خْ لَةٍ وَمَ تِطَا  بِاسْ ادَ  جِيوَالضَّ  هَا تَ لُّ اءِ وَكُ يِّزْ مِنَ الظَّ مَ

ظ٥٣ِ حِفْ  هْرِ عُظْمِ الْ لِّ الظُّ عْنِ ظِ فِي الظَّ ظِ فْ لَّ هْرِ ال رْ عَظْمِ ظَ نْظِ  قِظْ وَأَ يْ  أَ

مَا٥٤ لَ  ظْمٍ ظَ وَاظُ كَ  لَظَى شُ رْ  اهِ رْ ظَمَاظَ تَظِ نْ فُرٍ ا لَامَ ظُ  لُظْ ظَ اغْ

وَى٥٥ جَا وَعِظْ سِ يْفَ  ا كَ نًّ  رَ ظَ فَ ظْ وَاأَ  حْلِ زُخْرُفٍ سَ نَّ لَّ ال ينَ ظَ عِضِ

وا٥٦ لُّ  رُومٍ ظَ بِ مْ وَ تُ لْ  لْتَ ظَ  نَظَلُّوَظَ رَا  عَ  لَّتْ شُ  جْرِ ظَ حِ  كَالْ

تَظِر٥٧ِ  مُحْ لْ حْظُورًا مَعَ ا لْنَ مَ لَ  يَظْ ظَرِ نَّ مِيعِ ال ا وَجَ فَظًّ نْتَ  وَكُ

رَه٥٨ْ نَاضِ لَى  و هَلْ وَأُ يْلٌ  وَ بِ ا  لَّ رَهْإِ قَاصِ هُودٍ  عْدِ وَ رَّ يْظِ لَا ال غَ لْ وَا

عَام٥٩ِ  لَى الطَّ عَ حَضُّ   حَظُّ لَا الْ  يوَالْ امِ لَافُ سَ خِ  نِينٍ الْ  فِي ظَ وَ

يَانُ لَازِم٦٠ُ بَ لْ يَا ا قَ لَا تَ نْ  مُوَإِ لِ ا عَضُّ الظَّ يَ رَكَ  هْ نْقَضَ ظَ  أَ

م٦١ُ تُ  فَضْ  رَّ مَعْ وَعَظْتَ مَعْ أَ طُ هِمُوَاضْ لَيْ عَ هُهُمْ  بَا  هَا جِ فِّ  وَصَ

DadとDha'は耳で聞いて最も似ているため、詩人はDha'を含むクルアーンの語をすべて集めました。そ

れ以外はすべてDadで書かれます。その語根には次のものがあります：،يَقَظة هر، العَظْم، الحفظ، ال ظِّل، الظُّ عن، ال الظَّ

، المحظور، الفظ، النظر، الغيظ، فُر، الانتظار، الظمأ، الظن، الوعظ، ظلّ غِلظة، الظلام، الظُّ واظ، الكَظْم، الظلم، ال الإنظار، اللفظ، الظاهر، لظى، الشُّ

。الحظ

彼 は 、 似 た 音 で Dad で 書 か れ る 語 を 例 外 と し ま し た ： ﴾ ينَ (Al-Hijr 15:91) ﴿عِضِ 、 ةٌ﴾ رَ ﴿نَاضِ
(Al-Qiyamah 75:22)、﴾ٗة رَ ةَ﴾、(Al-Insan 76:11) ﴿نَضۡ رَ ﴾、(Al-Mutaffifin 83:24) ﴿نَضۡ ﴾、(Ar-Ra'd 13:8) ﴿تَغِيضُ ﴿وَغِيضَ
(Hud 11:44)、﴾ حُضُّ ﴾。(Al-Haqqah 69:34) ﴿يَ نِينٖ では読み方が分かれ、ハフスはDadで読み(At-Takwir 81:24) ﴿بِضَ

ます。

DadがDha'や近い文字と出会うときは、一方が他方に同化しないよう両方を明瞭にしなければなりませ

ん。
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明瞭な区別

رَكَ هۡ ضَ ظَ نقَ
أَ


Ash-Sharh 94:3

لِمُ ا عَضُّ ٱلظَّ يَ
Al-Furqan 25:27

رَّ طُ نِ ٱضۡ فَمَ
Al-Baqarah 2:173

تَ ظۡ وَعَ
أَ


Ash-Shu'ara 26:136

تُم فَضۡ
أَ


Al-Baqarah 2:198

مۡ هُ بَاهُ جِ
At-Tawbah 9:35

二つのHa'を明瞭に

典拠: Ibn al-Jazari, al-Muqaddimah al-Jazariyyah, 詩句 52 から 61; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: الكلام على الضاد والظاء;

Makki ibn Abi Talib, ar-Ri'ayah li-Tajwid al-Qira'ah: باب الضاد وباب الظاء; Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari: الفرق بين

.الضاد والظاء
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Z Q M 0 0 3 8 Q章  6

TafkhimとTarqiq：重い文字と軽い文字

Z QM0 0 3 9 Q6.1  定義

Tafkhim (خِيم فْ تَّ は言語的には太らせることを意味し、術語としては文字の音に満ちた響きが加わり、口(ال

がその反響で満たされることです。Tarqiq (قِيق رْ تَّ は細くすることを意味し、術語としては音が細く、口(ال

がその反響で満たされないことです。

Z QM0 0 4 0 Q6.2  重さによる文字の分類

グループ 文字 規則

Isti'la'の文字 قِظْ خُصَّ ضَغْطٍ 
常に重い。最も重いのはItbaqの文字：Sad、Dad、

Ta'、Dha'

Istifalの文字 その他すべて 常に軽い。ただし三つを除く

重いときと軽いときがある

もの

الألف، واللام من اسم الله،

والراء
以下に説明するように状況による

同様に、Ikhfa' (فَاء خْ نَّة) のGhunnah(الإِ غُ ﴿مِن）はその後の文字に従います。Isti'la'の文字の前では重く(ال
لُۖ﴾ بۡ ﴾）それ以外の前では軽くなります、（(Al-Baqarah 2:25) قَ لِّ

。（(Al-Baqarah 2:164) ﴿مِن كُ

Z QM0 0 4 1Q6.3  重さの段階

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

ا٤٥ صُصَ خِّمْ وَاخْ لَاءِ فَ تِعْ  لِاسْ اوَحَرْفَ ا عَصَ لْ قَالَ وَا وُ  حْ  وَى نَ قْ  بَاقَ أَ  لِاطْ ا

重い文字がすべて同じ程度に重いわけではありません。文字そのものから見ると、Itbaqの文字は他の

Isti'la'の文字より重く、詩人は「qalaやal-'asaのように、Itbaqをより強いものとして区別せよ」と言い

ます。母音から見ると、後代の学者の一団は五段階を挙げ、他の学者は三段階（ファトハ、次にダンマ、

次にカスラ）を挙げて、無音の文字を前の母音に従わせました。最も低い段階でもなお重く、軽くはあ

りません。
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ファトハとその後のAlif ﴾
(Al-Baqarah 2:30) ﴿قَالَ

Alifのないファトハ ﴾ بَ رَ (Ibrahim 14:24) ﴿ضَ

ダンマ ﴾
تِلَ (Al-Buruj 85:4) ﴿قُ

スクーン
﴾

ونَ عُ طَ يَقۡ ﴿وَ
(Al-Baqarah 2:27)

カスラ ﴾
(Al-Baqarah 2:11) ﴿قِيلَ

この5段階は一部の後代の学者の説に従ったものです。

典拠: Ibn al-Jazari, al-Muqaddimah al-Jazariyyah, 詩句 45; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: باب الكلام على تفخيم الحروف

.مراتب التفخيم :Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari ;وترقيقها

Z QM0 0 4 2 Q6.4  Alif

Alifはそれ自体では重くも軽くもなく、前の文字に従います。重い文字の後では重く（﴾
﴿قَالَ

(Al-Baqarah 2:30)、 ﴾ لِّينَ آ ）軽い文字の後では軽くなります、（(Al-Fatihah 1:7) ﴿ٱلضَّ وَٰتٗا﴾  مۡ
أَ
نتُمۡ  كُ ﴿وَ

(Al-Baqarah 2:28)）。詩人は軽い文字の後でAlifを重くしないよう警告し、「Alifを重くすることに気をつけ

よ」と言っています。

قَالَ
Al-Baqarah 2:30

Qafの後の重いAlif

وَٰتٗا  مۡ
أَ
نتُمۡ  كُ وَ

Al-Baqarah 2:28

Wawの後の軽いAlif

ارَ ٱلنَّ
Al-Baqarah 2:174

Nunの後の軽いAlif

Z QM0 0 4 3 Q6.5  アッラーの御名のLam

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

ه٤٤ِ  لَّ لَّامَ مِنِ اسْمِ ال خِّمِ ال هِوَفَ لَّ بْدُ ال عَ  ضَمٍّ كَ تْحٍ اوْ  فَ عَنْ 

Lam Lafz al-Jalalah (لَة لَا جَ لَفْظ ال は、ファトハかダンマの後では重く、またそこから読み始めるときも(لَام 

重くなります。そのときHamzat al-Waslにファトハが付くからです。本来のものでも一時的なもので

も、同じ語の中でも前の語でも、カスラの後では軽くなります。لّٰهم 。も同じ規則に従いますال
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ل هِدَ ٱ شَ
Ali 'Imran 3:18

ファトハの後：重い

ل ولُ ٱ دٞ رَّسُ حَمَّ مُّ
Al-Fath 48:29

ダンマの後：重い

لَٰهَ لَآ إِ ل  ٱ
Al-Baqarah 2:255

読み始め：重い

ل بِسۡمِ ٱ
Al-Fatihah 1:1

カスラの後：軽い

لِ  دُ  ٱلۡحَمۡ
Al-Fatihah 1:2

同じ語のカスラの後：軽い

مَّ قُلِ ٱللَّهُ
Ali 'Imran 3:26

一時的なカスラの後：軽い

よくある誤り

カスラの後でアッラーの御名のLamを重くしたり、ファトハやダンマの後で軽くしたりするのは誤

りです。

典拠: Ibn al-Jazari, al-Muqaddimah al-Jazariyyah, 詩句 44; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: باب اللامات، الكلام على لام اسم الله

.أحكام لام لفظ الجلالة :Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari ;تعالى
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Z Q M 0 0 4 4 Q章  7

Ra'の規則

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

سِرَت٤١ْ ذَا مَا كُ ءَ إِ ا رَّ قِّقِ ال نَتْوَرَ كَ يْثُ سَ بَعْدَ الْكَسْرِ حَ ذَاكَ  كَ

لَا٤٢ تِعْ  بْلِ حَرْفِ اسْ قَ تَكُنْ مِنْ  لَمْ  نْ  لَاإِ  صْ يْسَتْ أَ لَ ةُ  رَ نَتِ الْكَسْ وْ كَا أَ

جَد٤٣ُ يُو رْقٍ لِكَسْرٍ  فِ فِي  لْفُ  خُ  دُوَالْ تُشَدَّ ذَا  رًا إِ ي تَكْرِ فِ  خْ وَأَ

Ra'はIstifalの文字ですが、ある場合には重く、ある場合には軽くなります。多くの学者はその基本の状

態を重いとみなすため、軽くなる理由が説明されます。母音のあるRa'ではその母音を、無音のRa'ではそ

の前にあるものを見ます。

Z QM0 0 4 5 Q7.1  Ra'が重いとき

場合 例

ファトハを伴う ﴾
بَّلۡ نَا تَقَ بَّ (Al-Baqarah 2:127) ﴿رَ

ダンマを伴う ﴾
لُ تِلۡكَ ٱلرُّسُ ﴿ (Al-Baqarah 2:253)

ファトハの後の無音 ﴾ يَمَ رۡ (Maryam 19:16) ﴿مَ

ダンマの後の無音 ﴾
ونَ عُ (Al-Baqarah 2:28) ﴿تُرۡجَ

語頭の一時的なカスラの後の無音 ﴾ يٓ عِ (Al-Fajr 89:28) ﴿ٱرۡجِ

前の語のカスラの後の無音 ﴾ ونِ عُ بِّ ٱرۡجِ (Al-Mu'minun 23:99) ﴿رَ

本来のカスラの後の無音で、同じ語の中にカスラのない

Isti'la'の文字が続く

﴾ اسٖ ﴾ (Al-An'am 6:7) ﴿قِرۡطَ قَةٖ (At-Tawbah 9:122) ﴿فِرۡ

﴾ ادِ لۡمِرۡصَ بِٱ
لَ ﴿ (Al-Fajr 89:14)

停止時の無音で、前にYa以外の無音の文字があり、そのさ

らに前がファトハかダンマ
رِ ١﴾ ﴾ (Al-'Asr 103:1) ﴿وَٱلۡعَصۡ رٍ سۡ (Al-'Asr 103:2) ﴿خُ

停止時、AlifまたはマッドのWawの後の無音 ﴾ ارِ ابَ ٱلنَّ ذَ ﴾ (Al-Baqarah 2:201) ﴿عَ ورٌ فُ (Fatir 35:28) ﴿غَ

カスラの後の無音のRa'に同じ語の中でIsti'la'の文字が続くのは、次の五語だけです：﴾ اسٖ ﴿قِرۡطَ
(Al-An'am 6:7)、﴾ٖقَة ادِ﴾、(At-Tawbah 9:122) ﴿فِرۡ لۡمِرۡصَ بِٱ

لَ ﴿ (Al-Fajr 89:14)、﴾ا ادٗ ا﴾、(An-Naba 78:21) ﴿مِرۡصَ ادٗ إِرۡصَ ﴿وَ
(At-Tawbah 9:107)。
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Z QM0 0 4 6 Q7.2  Ra'が軽いとき

場合 例

カスラを伴う ﴾
الٞ ﴾ (Al-A'raf 7:46) ﴿رِجَ رِّقَابِ فِي ٱل  (Al-Baqarah 2:177) ﴿وَ

同じ語の本来のカスラの後の無音で、後にIsti'la'の文

字がない

﴾
نَ وۡ ﴾ (Al-Baqarah 2:49) ﴿فِرۡعَ يَةٖ فِي مِرۡ ﴿ (Hud 11:17) ﴾ بِرۡ  ﴿وَٱصۡ

(An-Nahl 16:127)

停止時、無音のYaの後の無音 ﴾ يرٞ ﴾ (Al-Baqarah 2:20) ﴿قَدِ بِيرٞ  (Al-Baqarah 2:234) ﴿خَ

停止時、カスラに続く無音の文字（Ya以外）の後の

無音
﴾ رٍ جۡ ي حِ لِذِ ﴿ (Al-Fajr 89:5)

ハフスにおけるImalahを伴うRa' ا﴾ ىٰهَ  ر۪
جۡ (Hud 11:41) ﴿مَ

Z QM0 0 4 7 Q7.3  両方が許される場合

語 法的位置づけ

﴾ قٖ (Ash-Shu'ara 26:63) ﴿كُلُّ فِرۡ
続けて読むときも止まるときも、Isti'la'の文字のために重く、その文字に

カスラがあるために軽く、どちらも正しく読誦されています。

﴾ رَ بِمِصۡ ﴿ (Yunus 10:87)
停止時：両方。イブン・アル＝ジャザリーは続けて読むときを考慮して重

さを選びました。

رِۖ﴾ يۡنَ ٱلۡقِطۡ  (Saba 34:12) ﴿عَ
停止時：両方。イブン・アル＝ジャザリーは続けて読むときを考慮して軽

さを選びました。

﴾ رِ يَسۡ ﴿ (Al-Fajr 89:4) ﴾ رِ سۡ
أَ
(Hud 11:81) ﴿فَ

﴾ رِ
نُذُ (Al-Qamar 54:16) ﴿وَ

停止時：両方。多くの師は省略されたYaを考慮して軽さを好みます。

Z QM0 0 4 8 Q7.4  Ra'の震え

詩人は「重子音のときは震えを隠せ」と言います。Ra'にはTakrir (رِير كْ تَّ の特性があり、目的はそれを示(ال

すことではなく隠すことです。読誦者は舌先が震えないよう舌をしっかり口蓋に付けます。特にِٱلرَّحۡمَٰن﴿
﴾٣  。のような重子音のRa'でそうします。音が詰まるほど過度にするのも誤りです(Al-Fatihah 1:3) ٱلرَّحِيمِ

規則のまとめ

母音のあるRa'は、ファトハとダンマでは重く、カスラでは軽くなります。無音のRa'は前にあるも

のに従います。ファトハとダンマの後では重く、本来のカスラの後では軽く（ただし同じ語に

Isti'la'の文字が続く場合を除く）、一時的なカスラの後では重くなります。停止時は無音の文字の前

の文字を見ます。

典拠: Ibn al-Jazari, al-Muqaddimah al-Jazariyyah, 詩句 41 から 43; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: باب الراءات; Makki

ibn Abi Talib, ar-Ri'ayah li-Tajwid al-Qira'ah: باب الراء; Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari: أحكام الراء.
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Z Q M 0 0 4 9 Q章  8

無音のLamの規則

クルアーンの無音のLamには五種類あります。Lam at-Ta'rif (يف عْرِ تَّ 動詞のLam、小辞のLam、命、(لَام ال

令のLam、名詞のLamです。それぞれ次の文字と出会うときの規則があります。

Z QM0 0 5 0 Q8.1  定冠詞のLam

定冠詞のLamには二つの状態があります。ُه كَ وَخَفْ عَقِيمَ جَّ  بْغِ حَ にまとめられた十四文字の前ではIzharا

Qamari ( هَار القَمَرِيّ ظْ となり、Lamをスクーンとともに明瞭に発音します。残りの十四文字、すなわ(الإِ

ち رَمْ كَ  لِلْ يفًا  شَرِ نٍّ زُرْ   ءَ ظَ و نِعَمْ دَعْ سُ زْ ضِفْ ذَا  فُ تَ مًا   لْ رَحِ مَّ صِ ثُ ) の各語の頭文字の前ではIdgham Shamsiطِبْ  مْسِيّ غَام الشَّ دْ (الإِ

となり、Lamは発音されず次の文字が重子音になります。

دُ ٱلۡحَمۡ
Al-Fatihah 1:2

Izhar Qamari

تَٰبُ ٱلۡكِ
Al-Baqarah 2:2

Izhar Qamari

ونَ لِحُ فۡ لۡمُ ٱ
Al-Baqarah 2:5

Izhar Qamari

ٱلرَّحۡمَٰنِ
Al-Fatihah 1:3

Idgham Shamsi

سِ مۡ وَٱلشَّ
Ash-Shams 91:1

Idgham Shamsi

لَّذِينَ ٱ
Al-Fatihah 1:7

Idgham Shamsi

Z QM0 0 5 1Q8.2  動詞のLam

これは過去形・現在形・命令形の動詞の本来の無音のLamです。常に明瞭に発音されますが、Lamまた

はRa'が続く場合はそれに同化します。詩人が「そしてqul na'am」と注意しているように、Nunの前では

特に明瞭に発音してください。

لۡنَا إِذۡ قُ وَ
Al-Baqarah 2:34

Izhar

مۡ عَ قُلۡ نَ
As-Saffat 37:18

Nunの前のIzhar

هُ مَ لۡتَقَ فَٱ
As-Saffat 37:142

Izhar

بِّ قُل رَّ وَ
Al-Isra 17:80

Ra'に同化

آ مَ ل لَّهُ لَا تَقُ فَ
Al-Isra 17:23

Lamに同化
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Z QM0 0 5 2 Q8.3  小辞のLam

これはهلとبلのLamです。LamとRa'の前では同化しますが、それ以外では明瞭に発音されます。例外

は﴾ انَ 。で、ハフスはLamで軽く間を置くため同化しません(Al-Mutaffifin 83:14) ﴿بَلۡۜ رَ

هُ عَ بَل رَّفَ
An-Nisa 4:158

Idgham

لَّا بَل 
Al-Fajr 89:17

Idgham

تَىٰ
أَ
لۡ  هَ

Al-Insan 76:1

Izhar

بَلۡۜ رَانَ
Al-Mutaffifin 83:14

ハフスのSakt

Z QM0 0 5 3 Q8.4  命令のLamと名詞のLam

命令のLamはو، ف، ثمの後の現在形動詞に付きます。名詞のLamは名詞の中にある本来のLamです。どち

らも常に明瞭に発音されます。

اْ و لۡيَعۡبُدُ فَ
Quraysh 106:3

命令のLam

فۡ تَلَطَّ لۡيَ  وَ
Al-Kahf 18:19

命令のLam

مۡ نَتِكُ لۡسِ
أَ


Ar-Rum 30:22

名詞のLam

典拠: Ibn al-Jazari, al-Muqaddimah al-Jazariyyah, 詩句 50 から 51; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: باب الإدغام الصغير; Al-

Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari: أحكام اللامات السواكن.
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Z Q M 0 0 5 4 Q章  9

Nun SakinahとTanwinの規則

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

لْفَى٦٥ يُ نُونٍ  ينٍ وَ نْوِ تَ فَاوَحُكْمُ  خْ لْبٌ إِ قَ غَامٌ وَ هَارٌ ادْ ظْ إِ

غِم٦٦ْ رْ وَادَّ هِ ظْ لْقِ أَ حَ  نْدَ حَرْفِ الْ عِ فَ لَزِمْ ةٍ  نَّ غُ بِ ا لَا  رَّ لَّامِ وَال فِي ال

يُومِن٦٧ُ فِي  ةٍ  نَّ غُ بِ مَنْ   دْغِ نُواوَأَ وَ نْ يَا عَ نْ دُ مَةٍ كَ بِكِلْ ا  لَّ إِ

ذَا٦٨ ةٍ كَ نَّ غُ بِ بَا  لْ نْدَ ا لْبُ عِ لْقَ خِذَاوَا رُوفِ أُ حُ  قِي الْ بَا لَدَى  فَا  لِاخْ ا

Z QM0 0 5 5 Q9.1  定義

Nun Sakinah (نَة اكِ ون السَّ نُّ ・は母音のないNunで、続けて読むときも止まるときも残ります。名詞・動詞(ال

小辞の語中や語末に現れます。Tanwin (ين نْوِ  تَّ は名詞の末尾に付く、発音されるが書かれない付加的な無(ال

音のNunです。続けて読むときに発音され、止まるときには落ち、ムスハフでは重ねた母音記号で書か

れます：﴾ٞيم ظِ ابٌ عَ ذَ 。(Al-Baqarah 2:7) ﴿عَ

アルファベットの文字と出会うとき、四つの規則があります：Izhar (هَار ظْ غَام) Idgham、(الإِ دْ Iqlab、(الإِ

لَاب) قْ  فَاء) 'Ikhfa、(الإِ خْ 。その後にAlifが来ることはありません。(الإِ

Nun SakinahとTanwin：次の文字を見る

Izhar
ء هـ ع ح غ خ

明瞭なNun、Ghunnah

を加えない

Idgham
ي ن م و | ل ر

yanmuの文字では

Ghunnahあり、Lamと

Ra'ではなし

Iqlab
ب

Ghunnahを伴う隠れた

Mimに変わる

Ikhfa'
ص ذ ث ك ج ش ق
س د ط ز ف ت ض

ظ
IzharとIdghamの中

間、Ghunnahを伴う

Z QM0 0 5 6 Q9.2  Izhar Halqi

Izharは「明らかにすること」を意味し、術語としては、のどの文字が続くときに、無音のNunまたはタ

ンウィーンを、余分なGhunnahなしにその調音点から発音することです。その六文字はHuruf al-Halq

لْق) حَ Hamzah、Ha'、'Ayn、Ha'、Ghayn、Kha'です。理由は、Nunのマフラジュとこれらの文：(حُرُوف ال

字との距離にあります。Nunでは一語の中でも二語にわたっても起こり、Tanwinでは二語にわたる場合

のみです。
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Izhar Halqi

نَ امَ نۡ ءَ مَ
Al-Baqarah 2:62

نَ وۡ نۡهَ يَ
Al-An'am 6:26

لۡمٍ مِنۡ عِ
An-Nisa 4:157

مِيدٖ كِيمٍ حَ مِنۡ حَ
Fussilat 41:42

لّٖ
 مِنۡ غِ

Al-A'raf 7:43

يَ شِ نۡ خَ مَّ
Qaf 50:33

يمٞ ظِ ابٌ عَ ذَ عَ
Al-Baqarah 2:7

'Aynの前のTanwin

تَ عَمۡ نۡ
أَ


Al-Fatihah 1:7

مۡ مِنۡهُ
Al-Baqarah 2:75

補足

マディーナ版ムスハフでの記号：Nunにスクーン、Tanwinの二つの記号はまっすぐ上下に重ねて

書かれます。

Z QM0 0 5 7 Q9.3  Idgham

Idghamは「入れ込むこと」を意味し、術語としては、無音の文字が母音のある文字と出会い、後者の種

類の一つの重子音になることです。その六文字はلُون يَرْمُ にまとめられ、二種類あります。

Idgham bi-Ghunnah

مُو نْ يَ にまとめられた四文字、すなわちYa、Nun、Mim、Wawで起こります。NunとMimではIdgham

Kamil (غَام الكَامِل دْ となり、Nunもその特性も消え、Ghunnahは同化先の文字に属します。WawとYaで(الإِ

はIdgham Naqis (قِص ا نَّ غَام ال دْ 。となり、Nunは消えますが、その特性であるGhunnahは残ります(الإِ

Idgham bi-Ghunnah

ولُ ن يَقُ مَ
Al-Baqarah 2:8

Yaの前のNun

ةٖ نِّعۡمَ مِن 
An-Nahl 16:53

Nunの前のNun

آءٖ مِن مَّ
Al-Baqarah 2:164

Mimの前のNun

مِن وَالٍ
Ar-Ra'd 13:11

Wawの前のNun

ةٌ ٢٢ رَ ئِذٖ نَّاضِ مَ هٞ يَوۡ و وُجُ
Al-Qiyamah 75:22

Yaの前、次にNunの前のTanwin

هِينٞ ابٞ مُّ ذَ عَ
Al-Baqarah 2:90

Mimの前のTanwin

Idgham bila Ghunnah

LamとRa'の二文字で起こります。NunもGhunnahも消える完全な同化です。



Jami' Ahkam at-Tajweed

36

Idgham bila Ghunnah

نۡهُ لَّدُ مِن 
An-Nisa 4:40

مۡۖ بِّهِ  مِن رَّ
Al-Baqarah 2:5

ورٞ رَّحِيمٌ فُ غَ
Al-Baqarah 2:173

Ra'の前のTanwin

条件と例外

Idghamには二語が必要です。無音のNunとWawまたはYaが一語の中にある場合は、重子音の語根と混

同 さ れ な い よ う Izhar Mutlaq (لَق  مُطْ هَار ال ظْ (الإِ が 必 要 で す。 こ れ は 四 語 の み で 、 اۖ﴾ يَ نۡ ﴿ٱلدُّ
(Al-Baqarah 2:85)、﴾ نٞ يَٰ ﴾、(As-Saf 61:4) ﴿بُنۡ انٞ ﴾、(Al-An'am 6:99) ﴿قِنۡوَ انٞ نۡوَ です。詩人が「ただし(Ar-Ra'd 13:4) ﴿صِ

dunyaのように一語の中では別」と言うとおりです。

シャーティビーヤ経路のハフスでは次も例外です。 Izharで読む﴾١  ءَانِ (Ya-Sin 36:1) ﴿يسٓ رۡ ٱلۡقُ ﴿وَ
﴾٢  ﴾と(Ya-Sin 36:2) ٱلۡحَكِيمِ لَمِ ٱلۡقَ نٓۚ وَ ﴿ (Al-Qalam 68:1)のNun、そしてその上にSakt (كْت があるため(السَّ نۡۜ ﴿مَ
﴾ اقٖ 。のNunです(Al-Qiyamah 75:27) رَ

補足

ムスハフでは、完全なIdghamはNunにスクーンがなく次の文字にシャッダがあることで、不完全

なIdghamはスクーンもシャッダもないことで示されます。どちらの場合もTanwinの記号はずらし

て書かれます。

Z QM0 0 5 8 Q9.4  Iqlab

Iqlabは「転換」を意味し、術語としては、Baの前で無音のNunまたはTanwinをGhunnahを伴う隠れた

Mimに変えることです。その文字はBaのみで、一語の中でも二語にわたっても起こります。唇を押しつ

けずに軽く閉じ、2拍のGhunnahを保ちます。

記号はNunの上、またはTanwinの二つ目の記号の代わりに書かれた小さなMimです。

Iqlab

دِ عۡ مِنۢ بَ
Al-Baqarah 2:27

م نۢبِئۡهُ
أَ


Al-Baqarah 2:33

يرٞ عُۢ بَصِ مِي سَ
Al-Hajj 22:61

Baの前のTanwin

よくある誤り

Iqlabで唇を強く押しつけること、唇を開けたままにしてNunが聞こえること、Ghunnahを落とす

ことは誤りです。
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Z QM0 0 5 9 Q9.5  Ikhfa' Haqiqi

Ikhfa'は「隠すこと」を意味し、術語としては、無音のNunまたはTanwinを、重子音にせずGhunnahを

保ちながら、IzharとIdghamの中間の状態で発音することです。その文字は残りの十五文字で、صِفْ ذَا

مَا لِ ا عْ ظَ تُقًى ضَ فِي  بًا زِدْ  يِّ  مَا دُمْ طَ قَدْ سَ خْصٌ   دَ شَ نَا كَمْ جَا ثَ の各語の頭文字です。舌はNunのマフラジュに付かず次の文字の

マフラジュに近づき、2拍のGhunnahを伴います。

Ikhfa'の十五文字

صَٰلٖ لۡ مِن صَ
Al-Hijr 15:26

の前 ص

ن ذَا مَّ
Al-Baqarah 2:245

の前 ذ

ةٖ رَ مِن ثَمَ
Al-Baqarah 2:25

の前 ث

لِّ
مِن كُ

Al-Baqarah 2:164

の前 ك

م نَٰكُ نجَيۡ
أَ


Al-A'raf 7:141

の前 ج

آءَ ن شَ فَمَ
Al-Muzzammil 73:19

の前 ش

لُۖ مِن قَبۡ
Al-Baqarah 2:25

の前 ق

لَٰلَةٖ  مِن سُ
Al-Mu'minun 23:12

の前 س

مِن دُونِ
Al-Baqarah 2:23

の前 د

ينٖ مِن طِ
Al-Mu'minun 23:12

の前 ط

لَلۡتُم  فَإِن زَ
Al-Baqarah 2:209

の前 ز

لِهِۦ  مِن فَضۡ
Ali 'Imran 3:170

の前 ف

ا حۡتِهَ مِن تَ
Al-Baqarah 2:25

の前 ت

لَّ ن ضَ مَ
Al-Ma'idah 5:105

の前 ض

هِيرٖ مِن ظَ
Saba 34:22

の前 ظ

Ikhfa'の段階とそのGhunnahの重さ

Ikhfa'には、文字がNunのマフラジュにどれだけ近いかに応じて三段階あります。最も近いTa'、Dal、

Taの前では最も強く、最も遠いQafとKafの前では最も弱く、その他の前では中間です。Ghunnahは次

の文字に従い、Isti'la'の文字の前では重く（﴾ُۖل بۡ ﴾、(Al-Baqarah 2:25) ﴿مِن قَ そ、（(Al-Mu'minun 23:12) ﴿مِن طِينٖ

の他の前では軽くなります（﴾ لِّ
。（(Al-Baqarah 2:164) ﴿مِن كُ

よくある誤り

Ikhfa'でよくある誤り：Nunのマフラジュに触れてNunが聞こえること、GhunnahをWawやYaが

生じるまで伸ばすこと、Fa'の前で隠れたNunをMimに変えること。
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規則のまとめ

Nun SakinahとTanwin：六つの喉音の前ではIzhar、二語にわたるyanmuの文字ではGhunnahを

伴うIdgham、LamとRa'ではGhunnahなしのIdgham、Baの前ではIqlab、残り十五文字の前で

はIkhfa'。Izharを除き、Ghunnahは2拍続きます。

典拠: Ibn al-Jazari, al-Muqaddimah al-Jazariyyah, 詩句 65 から 68; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: باب أحكام النون الساكنة

ين ين :Makki ibn Abi Talib, ar-Ri'ayah li-Tajwid al-Qira'ah ;والتنو Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam ;باب أحكام النون الساكنة والتنو

al-Bari: ين .أحكام النون الساكنة والتنو
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Z Q M 0 0 6 0 Q章  1 0

Mim Sakinahの規則

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

لَدَى٦٣ ةٍ  نَّ غُ بِ كُنْ  تَسْ نْ  مَ إِ مِي لْ دَاا هْلِ الْأَ تَارِ مِنْ أَ  مُخْ لْ لَى ا عَ بَاءٍ 

حْرُف٦٤ِ قِي الْأَ بَا نْدَ  هَا عِ  رَنْ هِ ظْ تَفِيوَأَ خْ  نْ تَ فَا أَ لَدَى وَاوٍ وَ وَاحْذَرْ 

Mim Sakinah (نَة اكِ مِيم السَّ は母音のないMimで、続けて読むときも止まるときも残ります。アルファベッ(ال

トの文字の前で三つの規則があります。

Z QM0 0 6 1Q10.1  Ikhfa' Shafawi

無音のMimの後にBaが来ると、MimはGhunnahを伴って隠されます。MimもBaも唇から出るため、こ

れをIkhfa' Shafawi ( فَوِيّ فَاء الشَّ خْ ・といいます。唇は圧力をかけずに穏やかに閉じます。これはイブン(الإِ

アル＝ジャザリーが選び、実践されている見解で、「読誦の大家たちの選択による」とされます。ある一

団はBaの前でのIzharを好み、イブン・アル＝ジャザリーはan-Nashrで、それがマッキーの選択であっ

たと伝えています。

Ikhfa' Shafawi

ةٖ ارَ حِجَ مِيهِم بِ تَرۡ
Al-Fil 105:4

ةِ رَ بِٱلۡأٓخِ م  وَهُ
Yusuf 12:37

مِنِينَ ؤۡ بِمُ م  ا هُ مَ وَ
Al-Baqarah 2:8

Z QM0 0 6 2 Q10.2  二つのMimのIdgham

無音のMimの後に母音のあるMimが来ると、前者は後者に同化し、2拍のGhunnahを伴います。後の

Mimにはシャッダが付きます。

二つのMimの同化

ونَ تَهُ يَشۡ ا  م مَّ لَهُ  وَ
An-Nahl 16:57

ونُ ن يَكُ م مَّ
أَ


An-Nisa 4:109
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Z QM0 0 6 3 Q10.3  Izhar Shafawi

BaとMim以外のすべての文字の前ではIzhar Shafawi ( فَوِيّ هَار الشَّ ظْ が必要です。WawとFa'の前では特(الإِ

に注意し、そこでMimを隠さないようにします。Fa'はMimに近く、WawはMimとマフラジュを共有す

るからです。詩人は「WawとFa'の前でそれを隠すことに気をつけよ」と言います。

Izhar Shafawi

لَا  لَيۡهِمۡ وَ عَ
Al-Fatihah 1:7

ا مۡ فِيهَ وَهُ
Al-Baqarah 2:25

لَمۡ مۡ 
أَ


Al-Baqarah 2:6

مۡ
أَ
مۡ  تَهُ رۡ نذَ

أَ
 ءَ

Al-Baqarah 2:6

補足

複数のMimの後に無音の文字が来るときは、無音の文字が二つ連続しないようダンマが付きま

す。﴾
لَّةُ ذِّ لَيۡهِمُ ٱل 。のとおりです(Al-Baqarah 2:61) ﴿عَ

典拠: Ibn al-Jazari, al-Muqaddimah al-Jazariyyah, 詩句 63 から 64; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: الكلام على الميم الساكنة;

Makki ibn Abi Talib, ar-Ri'ayah li-Tajwid al-Qira'ah: باب الميم; Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari: أحكام الميم الساكنة.
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Z Q M 0 0 6 4 Q章  1 1

重子音のNunとMim、そしてGhunnahの段階

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

نُونٍ وَمِن٦٢ْ ةَ مِنْ   نَّ غُ لْ هِرِ ا ظْ يَنْوَأَ فِ  خْ ذَا مَا شُدِّدَا وَأَ مِيمٍ إِ

Z QM0 0 6 5 Q11.1  Ghunnah

Ghunnah (نَّة غُ يْشُوم) はNunとMimに備わった鼻音で、舌の働きなしにKhayshum(ال خَ から出ます。鼻をつ(ال

まむと止まります。Tanwinを含め、NunとMimの恒常的な特性です。

Z QM0 0 6 6 Q11.2  重子音のNunとMim

詩人は、重子音のNunやMimではGhunnahを十分に現すよう、すなわち語中でも語末でも、続けて読

むときも止まるときも2拍保つよう命じています。いずれも「Ghunnahの重子音文字」と呼ばれます。

重子音のNunとMim

ٱلنَّاسِ
An-Nas 114:1

لَّذِينَ إِنَّ ٱ
Al-Baqarah 2:6

مَّ عَ
An-Naba 78:1

مۡ ثُمَّ يُمِيتُكُ
Al-Baqarah 2:28

هِ لَيۡ ثُمَّ إِ
Al-Baqarah 2:28

مِّ لۡيَ ٱ
Taha 20:78

Z QM0 0 6 7 Q11.3  Ghunnahの段階

Ghunnahには五段階あります。最も完全なのは重子音のとき、次に同化のとき、次に隠蔽のとき

（Iqlabを含む）で、この三つでは2拍保ちます。次に明瞭な無音の文字、次に母音のある文字で、この

二つでは文字から決して離れない基本のGhunnahだけがあります。

重子音 ﴾ اسِ (An-Nas 114:1) ﴿ٱلنَّ

同化
﴾

ولُ قُ ن يَ ﴿مَ
(Al-Baqarah 2:8)

隠蔽（Iqlabを含む）
لُۖ﴾ بۡ ﴿مِن قَ

(Al-Baqarah 2:25)

無音で明瞭 ﴾ تَ نۡعَمۡ
أَ
﴿ (Al-Fatihah 1:7)

母音あり、重子音でない ﴾ بُدُ (Al-Fatihah 1:5) ﴿نَعۡ
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よくある誤り

重子音の文字でGhunnahを落とすこと、2拍を超えて伸ばすこと、明瞭な無音のNunにGhunnah

を加えることは誤りです。

典拠: Ibn al-Jazari, al-Muqaddimah al-Jazariyyah, 詩句 62; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: الكلام على الغنة; Al-Marsafi,

Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari: مراتب الغنة.
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Z Q M 0 0 6 8 Q章  1 2

Mithlayn、Mutajanisayn、Mutaqaribayn

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

كَن٥٠ْ نْ سَ نْسٍ إِ ثْلٍ وَجِ لَيْ مِ  وَّ بِنْوَأَ  بَلْ لَا وَأَ قُلْ رَبِّ وَ دْغِمْ كَ أَ

عَم٥١ْ نَ قُلْ  هُمْ وَ لُوا وَ قَا يَوْمِ مَعْ  فِي  تَقَمْ لْ فَا لُوبَ  قُ تُزِغْ  هُ لَا  بِّحْ   سَ

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

حَطتُّ مَع٤٦ْ بَاقَ مِنْ أَ  طْ يِّنِ الْإِ بَ قَعْوَ مْ وَ لُقْكُّ خْ بِنَ لْفُ  خُ  بَسَطتَّ وَالْ

二つの文字が書記と発音の上で出会うとき、マフラジュと特性の関係に応じて四つの名称があります。

名称 定義 例

Mithlayn (لَان ثْ مِ (ال 同じマフラジュで同じ特性：同じ文字が二度 ﴾ اكَ بِّعَصَ رِب  (Al-Baqarah 2:60) ﴿ٱضۡ

Mutajanisayn (نِسَان تَجَا مُ (ال 同じマフラジュで異なる特性 ﴾ يَّنَ (Al-Baqarah 2:256) ﴿قَد تَّبَ

Mutaqaribayn (بَان  قَارِ تَ مُ (ال マフラジュまたは特性が近い ﴾ بِّ قُل رَّ (Al-Isra 17:80) ﴿وَ

Mutaba'idayn (بَاعِدَان تَ مُ (ال マフラジュが遠く、特性も異なる ﴾ بُدُ (Al-Fatihah 1:5) ﴿نَعۡ

それぞれ三種類あります。前が無音で後に母音がある場合はsaghir（小）、両方に母音がある場合は

kabir（大）、前に母音があり後が無音の場合はmutlaq（絶対）です。ハフスでは同化は主にsaghirで

起こり、kabirでは少数の語を除きIzharが基本で、mutlaqでは同化はありません。

Z QM0 0 6 9 Q12.1  Mithlayn Saghir

無音の文字は、一語の中でも二語にわたっても、母音のある同じ文字に同化しなければなりません。詩

人は「同一または同じマフラジュの二文字のうち、最初のものが無音なら同化せよ」と言います。



Jami' Ahkam at-Tajweed

44

同一文字の同化

مُ رِككُّ يُدۡ
An-Nisa 4:78

مۡ تُهُ جَٰرَ تِّ ت  بِحَ  رَ
Al-Baqarah 2:16

اْ لُو قَد دَّخَ وَ
Al-Ma'idah 5:61

بَ إِذ ذَّهَ
Al-Anbya 21:87

لَّا بَل 
Al-Fajr 89:17

اْ اْ وَّكَانُو و صَ عَ
Al-Baqarah 2:61

同化したLinのWaw

例外

最初がマッドの文字の場合： 同化せずに伸ばし、それから後の文字を発音します。詩人は「fi yawm

とqalu wa-humを明瞭にせよ」と言います：﴾ مۡ اْ وَهُ لُو مٖ﴾、(Ash-Shu'ara 26:96) ﴿قَا فِي يَوۡ ﴿ (Al-Ma'arij 70:4)。

لِيَهۡۜ﴾ ا ﴾の休止のHa'と(Al-Haqqah 69:28) ﴿مَ كَ

لَ

هَ
﴿ (Al-Haqqah 69:29)： ハフスでは続けて読むとき二通りあ

ります。軽いSakt (كْت 。を伴うIzhar、またはIdghamです(السَّ

Z QM0 0 7 0 Q12.2  Mutajanisayn Saghir

ハフスでは次の場合に同化し、それ以外では明瞭に発音します。

文字 例 種類

ت ← د ا﴾ مَ تُكُ وَ يبَت دَّعۡ جِ
أُ
﴿ (Yunus 10:89) ﴾وَا لَت دَّعَ ثۡقَ

أَ
﴿ (Al-A'raf 7:189) 完全

ت ←

ط
﴾

ةٞ ئِفَ آ قَالَت طَّ ﴾ (Ali 'Imran 3:72) ﴿وَ
ةٞ ئِفَ آ ت طَّ (Ali 'Imran 3:69) ﴿وَدَّ 完全

د ← ت ﴾ يَّنَ ﴾ (Al-Baqarah 2:256) ﴿قَد تَّبَ مۡ بَدتُّ (Al-Kafirun 109:4) ﴿عَ 完全

ث ← ذ ﴾ لِكَ ذَّٰ ثۚ  (Al-A'raf 7:176) ﴿يَلۡهَ 完全

ذ ← ظ ﴾
اْ وٓ لَمُ إِذ ظَّ ﴿ (An-Nisa 4:64) 完全

ب ← م نَا﴾ عَ ب مَّ كَ (Hud 11:42) ﴿ٱرۡ 完全

ط ←

ت

﴾ طتَ بَسَ ﴿ (Al-Ma'idah 5:28) ﴾ طتُ حَ
أَ
﴿ (An-Naml 27:22) ﴾ ﴿فَرَّطتُمۡ

(Yusuf 12:80)

不完全：Ta'のItbaqとIsti'la'が残

る

よくある誤り

﴾ طتَ بَسَ ﴿ (Al-Ma'idah 5:28)と﴾ طتُ حَ
أَ
﴿ (An-Naml 27:22)では、Ta'を完全に同化させて純粋なTaにするこ

とも、Qalqalahを伴って明瞭に発音することも誤りです。正しくはTa'のItbaqを残した重子音の

Taで、詩人は「ahattuとbasattaではItbaqを明瞭にせよ」と言います。
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Z QM0 0 7 1Q12.3  Mutaqaribayn Saghir

ハフスでは、無音のLamはRa'に同化します（﴾ بِّ قُل رَّ ﴾、(Al-Isra 17:80) ﴿وَ هُ عَ ただ。（(An-Nisa 4:158) ﴿بَل رَّفَ

し﴾ انَ م﴾はSaktのため例外です。無音のQafは(Al-Mutaffifin 83:14) ﴿بَلۡۜ رَ خۡلُقكُّ でKafに同(Al-Mursalat 77:20) ﴿نَ

化し、二通りあります。好まれる完全な同化と、QafのIsti'la'が残る不完全な同化です。詩人は

「nakhluqkumで相違が生じた」と言います。無音のNunがLamとRa'に同化するのもこれに属します。

Z QM0 0 7 2 Q12.4  明瞭さが必要な箇所

詩人は、文字が近いために同化が入り込みやすい語について警告しました。これらは明瞭に発音しなけ

ればなりません。

Izhar

مۡ عَ قُلۡ نَ
As-Saffat 37:18

هُ بِّحۡ  فَسَ
Qaf 50:40

لُوبَنَا لَا تُزِغۡ قُ
Ali 'Imran 3:8

هُ مَ لۡتَقَ فَٱ
As-Saffat 37:142

その他の例（詩からではないもの）

لَّ دۡ ضَ فَقَ
An-Nisa 4:116

عَ مِ قَدۡ سَ
Al-Mujadila 58:1

Z QM0 0 7 3 Q12.5  ハフスにおけるkabir

ハフスではkabirの基本はIzharで、同化は少数の語でのみ起こります。後述するIshmam (مَام  شْ または(الإِ

Rawm (وْم رَّ (ال を 伴 う مَ۬نَّا﴾
أۡ
لَا تَ ﴿ (Yusuf 12:11) 、 نِّي﴾

(Al-Kahf 18:95) ﴿مَا مَكَّ 、 ﴿فَنِعِمَّا﴾
(Al-Baqarah 2:271)、﴾نِّي  وٓ حَٰٓجُّ تُ

أَ
﴿ (Al-An'am 6:80)などです。

典拠: Ibn al-Jazari, al-Muqaddimah al-Jazariyyah, 詩句 46 から 51; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: باب الإدغام الصغير;

Makki ibn Abi Talib, ar-Ri'ayah li-Tajwid al-Qira'ah: باب الإدغام; Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari: المثلان والمتجانسان

.والمتقاربان
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Z Q M 0 0 7 4 Q章  1 3

Qalqalah

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

نَا٣٩ نْ سَكَ لًا إِ لْقَ نَنْ مُقَ يِّ  بَ نَاوَ يَ بْ  قْفِ كَانَ أَ وَ لْ فِي ا يَكُنْ  نْ  وَإِ

Qalqalah (لَة لْقَ قَ は「揺れ」を意味し、術語としては、無音の文字を発音するときに音が跳ね返り、強い(ال

反響が聞こえることです。その五文字は قُطْبُ جَدٍ にまとめられたQaf、Ta'、Ba、Jim、Dalです。これらは

ShiddahとJahrを兼ね備え、Shiddahが音を、Jahrが息を止めるため、聞こえるにはこの解放が必要な

のです。

Z QM0 0 7 5 Q13.1  Qalqalahの段階

段階 場所 例

最も強

い
停止時の重子音の文字 ﴾ تَبَّ ﴾ (Al-Masad 111:1) ﴿وَ قِّۚ  (Al-Kahf 18:44) ﴿ٱلۡحَ

中間
停止のために無音になった文字（重子

音でない）

﴾ قِ
لَ حِيطُۢ﴾ (Al-Falaq 113:1) ﴿ٱلۡفَ دُۢ﴾ (Al-Buruj 85:20) ﴿مُ  حَ

أَ
﴿

(Al-Ikhlas 112:4)

最も軽

い
続けて読むときの本来無音の文字

﴾
ونَ عُ طَ يَقۡ ﴾ (Al-Baqarah 2:27) ﴿وَ

لُونَ جۡعَ (Al-Baqarah 2:19) ﴿يَ

﴾ صَٰرِهِمۡ بۡ
أَ
﴿ (Al-Baqarah 2:7)

文字を無音で発音し、そのあと調音点がわずかに開きます。有力な説では音はファトハに近く、別の説

では直前の母音に従います。完全な母音になったり伸ばされたりしてはなりません。母音のある文字に

Qalqalahはありません。

よくある誤り

誤り：﴾ ونَ عُ طَ يَقۡ のような語でQalqalahを落とすこと、文字に完全な母音を付ける(Al-Baqarah 2:27) ﴿وَ

こと、KafやTaなど他の文字にQalqalahを加えること、その後にHamzahを付けること。

典拠: Ibn al-Jazari, al-Muqaddimah al-Jazariyyah, 詩句 39; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: الكلام على صفة القلقلة; Makki

ibn Abi Talib, ar-Ri'ayah li-Tajwid al-Qira'ah: باب القلقلة; Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari: القلقلة ومراتبها.
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Z Q M 0 0 7 6 Q章  1 4

MaddとQasr：伸ばし

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

تَى٦٩  مَدُّ لَازِمٌ وَوَاجِبٌ أَ لْ تَاوَا بَ ثَ قَصْرٌ  وَ وَ زٌ وَهْ ئِ جَا وَ

بَعْدَ حَرْفِ مَد٧٠ّْ ءَ  جَا نْ  لَازِمٌ إِ فَ مَدّْ يُ ولِ  بِالطُّ يْنِ وَ لَ حَا اكِنُ  سَ

ة٧١ِ زَ مْ هَ بْلَ  قَ ءَ  جَا نْ  مَةِوَوَاجِبٌ إِ بِكِلْ عَا  مِ نْ جُ لًا إِ  تَّصِ مُ

لَا٧٢  نْفَصِ تَى مُ  ذَا أَ زٌ إِ ئِ جَا لَاوَ جَ  قْفًا مُسْ كُونُ وَ وْ عَرَضَ السُّ أَ

Z QM0 0 7 7 Q14.1  定義とマッドの文字

Madd ( مَدّ は「増やすこと」を意味し、術語としては、マッドの文字がHamzahまたはスクーンと出会う(ال

ときに音を伸ばすことです。Qasr (القَصْر)は「抑えること」を意味し、術語としては、マッドの文字を自然

な長さに保つことです。Huruf al-Madd ( مَدّ は三つあり、ファトハの後の無音のAlif、ダンマの後(حُرُوف ال

の無音のWaw、カスラの後の無音のYaです。三つとも﴾ٓنُوحِيهَا﴿ (Hud 11:49)に現れます。Lin (لِّين  の文字は(ال

ファトハの後の無音のWawまたはYaです。

マッドは拍（حركة）で測ります。これは中くらいの速さで指を一本曲げる、または伸ばす時間です。本当

の基準は機械的に数えることではなく、師から学ぶことです。マッドにはMadd Asli ( لِيّ  صْ مَدّ الأَ とMadd(ال

Far'i ( يّ مَدّ الفَرْعِ 。があります(ال

Tabi'i 、 Badal 、 'Iwad 、 Silah

Sughra
2

Muttasil 4 / 5

Munfasil、Silah Kubra 4 / 5

'Arid li-s-Sukun、停止時のLin 2 / 4 / 6

Lazim（全種類） 6

薄い部分は、許される他の長さを示します。

Z QM0 0 7 8 Q14.2  Madd Asli（Tabi'i）

これがなければ文字そのものが成り立たないマッドで、Hamzahやスクーンなどの原因を必要としませ

ん。続けて読むときも止まるときも2拍です。これに付随するものとして次があります。

Madd al-'Iwad (عِوَض لِيمًا。ファトハのTanwinで止まるとき、それをAlifに変えること：(مَدّ ال ﴿عَ
ا﴾ كِيمٗ 。で止まる場合のとおりです(An-Nisa 4:17) حَ
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Silah Sughra (رَى غْ لَة الصُّ  後にHamzahがなく、母音のある二文字の間にある代名詞のHa'を伸ばす：(الصِّ

こと。﴾ وَ ۥ هُ إِنَّهُ ﴿ (Al-Isra 17:1)のとおりです。詳細はHa' al-Kinayahの章にあります。

Madd at-Tamkin (ين مْكِ تَّ يِّيتُم﴾。カスラを伴う重子音のYaの後のマッドのYa：(مَدّ ال  のと(An-Nisa 4:86) ﴿حُ

おりです。

رَ هُ يٌّ طَ 。にまとめられたスーラの冒頭文字（下で説明）ح

Z QM0 0 7 9 Q14.3  Hamzahによるマッド

Madd Muttasil（必須）

Madd Muttasil (ل تَّصِ مُ مَدّ ال 同じ語の中でマッドの文字の後にHamzahが来るもの。必須であり、シャー：(ال

ティビーヤ経路のハフスでは長さは4拍または5拍です。語末のHamzahで止まるときは、4、5、6拍が許

されます。

Madd Muttasil

آءِ مَ مِنَ ٱلسَّ
Al-Baqarah 2:19

آءَ إِذَا جَ
An-Nasr 110:1

لًا بِي آءَ سَ وَسَ
An-Nisa 4:22

بِهِمۡ ءَ  يٓ سِ
Hud 11:77

Madd Munfasil（許容）

Madd Munfasil (ل نْفَصِ مُ مَدّ ال マッドの文字が語を終え、Hamzahが次の語を始めるもの。シャーティビ：(ال

ーヤ経路のハフスでは4拍または5拍で、Tayyibat an-Nashr (نَّشْر بَة ال يِّ  経路では2拍に縮めることもできま(طَ

す（参考情報のみ。本書の実践はシャーティビーヤに従います）。読誦者は一貫していなければならず、

選んだ長さを同じ読誦のすべてのMunfasilで保ち、Muttasilより長くしてはなりません。

Madd Munfasil

نزِلَ
أُ
آ  بِمَ

Al-Baqarah 2:4

مۡ كُ سَ نفُ
أَ
اْ   قُوٓ

At-Tahrim 66:6

مۡۚ  كُ سِ نفُ
أَ
فِيٓ   وَ

Adh-Dhariyat 51:21

هُۥ لَدَ  خۡ
أَ
ۥٓ  لَهُ ا مَ

Al-Humazah 104:3

Munfasilと同様に扱うSilah Kubra
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Madd al-Badal

Madd al-Badal (بَدَل Hamzahがマッドの文字の前に来るもの。多くはマッドの文字に変わった：(مَدّ ال

Hamzahです。ハフスでは2拍のみです。

Madd al-Badal

اْ نُو امَ لَّذِينَ ءَ وَٱ
Al-Baqarah 2:9

ا مَٰنٗ إِي
Ali 'Imran 3:173

اْ وتُو
أُ
لَّذِينَ  ٱ

Al-Baqarah 2:101

Z QM0 0 8 0 Q14.4  スクーンによるマッド

Madd Lazim

Madd Lazim (لَّازِم مَدّ ال 続けて読むときも止まるときも存在する本来のスクーンがマッドの文字の後に：(ال

来るもの。詩人は「マッドの文字の後に両方の状態でスクーンが来ればLazimであり、十分に伸ばされ

る」と言います。長さはすべての読誦者で6拍です。四種類あります。

種類 定義 例

Lazim Kalimi Muthaqqal (لَّازِم ال

ل ثَقَّ مُ مِيّ ال (الكَلِ

語の中で、同化したスクーン（重子

音）

﴾ نَ لِّي آ ﴾ (Al-Fatihah 1:7) ﴿ٱلضَّ
ةُ آمَّ ﴿ٱلطَّ

(An-Nazi'at 79:34)

Lazim Kalimi Mukhaffaf (لَّازِم ال

ف خَفَّ مُ مِيّ ال (الكَلِ
語の中で、同化しないスクーン ﴾ (Yunus 10:51) ﴿ءَآلۡـَٰٔنَ

Lazim Harfi Muthaqqal (لَّازِم ال

ل ثَقَّ مُ فِيّ ال رْ حَ (ال

スーラの冒頭文字で、次の文字に同

化するスクーン
لٓمٓ ١﴾ (Al-Baqarah 2:1) ﴿ا

Lazim Harfi Mukhaffaf (لَّازِم ال

ف خَفَّ مُ فِيّ ال رْ حَ (ال
冒頭文字で、同化しないスクーン قٓۚ﴾ ﴿ (Qaf 50:1) ﴾لٓمٓ ١ (Al-Baqarah 2:1) ﴿ا

という名の「لام」では、Lamは「الم」  Mim が「ميم」の  Mim に同化するので  Lazim Harfi

Muthaqqal であり、最後の Mim は Lazim Harfi Mukhaffaf です。

スーラの冒頭文字

スーラの冒頭の離れ文字は十四あり、ٌّر سِ هُ  لَ قَاطِعٌ  مٌ  ي صٌّ حَكِ نَ にまとめられます。マッドの点から次のグループ

に分かれます。

グループ 文字 詳細 拍

マッドなし ا Alif（綴り上の名にマッドの文字がないため） 0

2拍 رَ هُ يٌّ طَ حَ 名が二文字の文字：ha, ya, ta, ha, ra 2

6拍 نَقَصَ عَسَلُكُمْ  三文字の名の中央にマッドの文字がある文字 6
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グループ 文字 詳細 拍

'Ayn ع Kaf Ha Ya 'Ayn Sadと'Ayn Sin Qafでは4拍または6拍；6拍が優先されます 4 / 6

لٓمٓ ١﴾ ﴾ (Ali 'Imran 3:1) ﴿ا للَّهُ 。では、Mimをアッラーの御名につなげるとファトハが付きます(Ali 'Imran 3:2) ﴿ٱ

本来のスクーンを考慮して6拍、一時的な母音を考慮して2拍が許されます。

Madd 'Arid li-s-Sukun

Madd 'Arid li-s-Sukun (كُون لِلسُّ مَدّ العَارِض  停止によって生じた一時的なスクーンがマッドの文字の後に：(ال

来るもの。2、4、6拍の三つの長さが許されます。読誦者は一つの読誦の中では一つの長さを守るべきで

す。続けて読むときは自然なマッドに戻ります。

停止時

ٱلرَّحِيمِ
Al-Fatihah 1:3

تَعِينُ نَسۡ
Al-Fatihah 1:5

تَّقِينَ لِلۡمُ
Al-Baqarah 2:2

Madd al-Lin

Madd al-Lin (لِّين  停止時の一時的なスクーンがLinの文字の後に来るもの。停止時には'Aridと同じ：(مَدّ ال

く2、4、6拍が許されます。続けて読むときは伸ばしません。

停止時のMadd al-Lin

لۡبَيۡتِ ٱ
Quraysh 106:3

وۡفِۭ خَ
Quraysh 106:4

Z QM0 0 8 1Q14.5  Madd al-Farq

Madd al-Farq (مَدّ الفَرْق)：疑問のHamzahが、Hamzat al-Waslと定冠詞で始まる名詞の前に来るとき、

Hamzat al-Waslは落とされません。好まれるのは6拍のAlifに変える方法で、HamzahとAlifの中間に

軽くする方法もあります。疑問文と平叙文を区別するためこう呼ばれます。三語六箇所にあり、アル＝ア

ンアーム章の﴾ نِ يۡ كَرَ ﴾ユーヌス章の、（二回）(Al-An'am 6:143) ﴿ءَآلذَّ ユーヌス章、（二回）(Yunus 10:51) ﴿ءَآلۡـَٰٔنَ

とアン＝ナムル章の﴾ للَّهُ 。です(Yunus 10:59) ﴿قُلۡ ءَآ

Z QM0 0 8 2 Q14.6  マッドの強さ

最も強いマッドはLazim、次にMuttasil、次に'Arid、次にMunfasil、次にBadalです。一つのマッドに

二つの原因が重なると、強い方を適用し弱い方は捨てます。﴾ مِّينَ لَآ ءَآ  では、マッドの文(Al-Ma'idah 5:2) ﴿وَ

字の前にHamzah（Badal）、後に本来のスクーンがあるため、6拍伸ばします。
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規則のまとめ

Tabi'i 2。Muttasil 4または5（語末のHamzahで止まるときは6も）。Munfasil 4または5。Badal

2。Lazim 6。停止時の'AridとLin 2、4、6。マルヤム章とアッ＝シューラー章冒頭の'Ayn 4または

6、6拍が優先されます。

典拠: Ibn al-Jazari, al-Muqaddimah al-Jazariyyah, 詩句 69 から 72; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: باب المد والقصر; Ibn al-

Jazari, at-Tamhid fi 'Ilm at-Tajwid: باب المد; Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari: المد والقصر وأقسامهما.
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Z Q M 0 0 8 3 Q章  1 5

Ha' al-Kinayah：代名詞のHa'

Ha' al-Kinayah (يَة نَا هَاء الكِ )は、名詞・動詞・小辞に付き、不在の単数男性を指す付加的なHa'です。これを

伸ばすことをSilah (لَة  といい、一定の条件のもとで、ダンマのHa'の後には小さなWawが、カスラの(الصِّ

Ha'の後には小さなYaが付きます。

Z QM0 0 8 4 Q15.1  四つの状況

状況 規則 例

母音のある二文

字の間

伸ばす：2拍のSilah Sughra。後にHamzahがあれば4

または5拍のSilah Kubra

﴾ وَ ۥ هُ إِنَّهُ ﴿ (Al-Isra 17:1) ﴾ هۥُ لَدَ  خۡ
أَ
ۥٓ  لَهُ ا ﴿مَ

(Al-Humazah 104:3)

無音の二文字の

間
伸ばさない ﴾

رۡءَانُ (Al-Baqarah 2:185) ﴿فِيهِ ٱلۡقُ

前に母音、後に

無音
伸ばさない ﴾ لۡكُ لۡمُ لَهُ ٱ ﴿ (At-Taghabun 64:1)

前に無音、後に

母音
ハフスでは伸ばさない ى﴾ دٗ (Al-Baqarah 2:2) ﴿فِيهِۛ هُ

規則：Ha'は母音のある二文字の間にあるときに伸ばし、それ以外では伸ばしません。停止時にSilahは

決してなく、無音のHa'で止まります。

Z QM0 0 8 5 Q15.2  ハフスにおける例外

مۡۗ﴾  هُ لَكُ Ha'は母音のある二文字の間にありますが伸ばさず、短いダンマのみで：(Az-Zumar 39:7) ﴿يَرۡضَ

す。

アル＝アアラーフ章とアッ＝シュアラー章の﴾ هۡ رۡجِ
أَ
﴿ (Al-A'raf 7:111)、そして﴾ لۡقِهۡ

أَ
：(An-Naml 27:28) ﴿فَ

Ha'は無音です。

انًا﴾ هَ 。前に無音の文字がありますが、伸ばします：(Al-Furqan 25:69) ﴿فِيهۦِ مُ

هِ﴾ يَتَّقۡ 。無音のQafの後で、Ha'はSilahなしのカスラを持ちます：(An-Nur 24:52) ﴿وَ

﴾ ىٰنِيهُ  نسَ
أَ
﴿ (Al-Kahf 18:63)と﴾ للَّهَ لَيۡهُ ٱ ハフスでは、通常のカスラと異なり、Ha'はダンマ：(Al-Fath 48:10) ﴿عَ

です。

典拠: Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: باب هاء الكناية; Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari: هاء الكناية وأحكامها.
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Z Q M 0 0 8 6 Q章  1 6

Hamzat al-WaslとHamzat al-Qat'

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

ضَم١٠١ّْ بِ فِعْلٍ  لِ مِنْ  وَصْ لْ هَمْزِ ا بْدَأْ بِ ضَمّْوَا يُ فِعْلِ  لْ لِثٌ مِنَ ا ثَا نْ كَانَ  إِ

فِي١٠٢ تْحِ وَ لْفَ حَالَ الْكَسْرِ وَا هُ  سِرْ فِيوَاكْ هَا وَ رُ سْ لَّامِ كَ رَ ال يْ غَ مَاءِ   الَاسْ

يْن١٠٣ِ نَ نَةِ امْرِئٍ وَاثْ بْ بْنٍ مَعَ ا يْنِا تَ نَ ثْ ةٍ وَاسْمٍ مَعَ ا  وَامْرَأَ

Z QM0 0 8 7 Q16.1  定義

Hamzat al-Qat' (زَة القَطْع مْ هَ )は読み始めでも続けて読むときでも発音され、ムスハフでは﴾ تَ عَمۡ نۡ
أَ
﴿

(Al-Fatihah 1:7)のように小さな'Aynの頭（ء）が付きます。Hamzat al-Wasl (ل وَصْ زَة ال مْ هَ )は無音の文字から読

み始められるようにする付加的なHamzahで、読み始めでは発音され、続けて読むときは落ちます。ム

スハフでの記号はAlifの上の小さなSadの頭（ٱ）です。

Z QM0 0 8 8 Q16.2  現れる場所と読み始めの母音

場所 読み始めの母音 例

定冠詞 常にファトハ ﴾ دُ (Al-Fatihah 1:2) ﴿ٱلۡحَمۡ

動詞：三語根動詞の命令

形、五文字・六文字動詞の

完了形・命令形・動名詞

動詞の第三文字に本来のダンマ

があればダンマ、カスラまたは

ファトハがあればカスラ

﴾
اْ لُو رِب﴾ (Al-Baqarah 2:58) ﴿ٱدۡخُ (Al-Baqarah 2:60) ﴿ٱضۡ

﴾ بۡ هُۚ﴾ (Taha 20:24) ﴿ٱذۡهَ فِرۡ تَغۡ (An-Nasr 110:3) ﴿وَٱسۡ

伝承された十の名詞、およ

び五文字・六文字動詞の動

名詞

カスラ

﴾ يَمَ رۡ ﴾ (An-Nisa 4:171) ﴿ٱبۡنُ مَ
رَٰنَ  ﴿ٱبۡنَتَ عِمۡ

(At-Tahrim 66:12) ﴾
اْ ؤٌ رُ ﴾ (An-Nisa 4:176) ﴿ٱمۡ ﴿ٱثۡنَانِ

(Al-Ma'idah 5:106) ﴾ مَ (Al-A'la 87:1) ﴿ٱسۡ

詩人が挙げた名詞は次のとおりです：ابن، ابنة، امرؤ، اثنان، امرأة، اسم، اثنتان。第三文字に一時的なダンマがある

動 詞 は 例 外 で カ ス ラ か ら 始 ま り ま す。 ﴾
اْ و (Sad 38:6) ﴿ٱمۡشُ 、 ﴾

اْ  وٓ (Yunus 10:71) ﴿ٱقۡضُ 、 ﴾
اْ تُو ﴿ٱئۡ

(Taha 20:64)、﴾
اْ نُو 。などで、第三文字の本来の母音がカスラだからです(Al-Kahf 18:21) ﴿ٱبۡ

補足

﴾ مُ لِٱسۡ  から読み始める場合、二通りが許されます。Hamzat al-Waslをالاسمで(Al-Hujurat 49:11) ﴿بِئۡسَ ٱ

伴うُلِسْم  لِسْمまたはそれなしのُ、أَ で、前者が好まれます。
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Z QM0 0 8 9 Q16.3  二つの無音の文字の出会い

マッドの文字がHamzat al-Waslの前にある場合、続けて読むときは発音から落ちますが、書記上は残り

ます。﴾
خَذَ اْ ٱتَّ لُو قَا ﴾や(Al-Baqarah 2:116) ﴿وَ رۡضِ

أَ
لۡ  فِي ٱ ﴿ (Al-Baqarah 2:11)のとおりです。前に無音の子音やTanwin

がある場合は、通常カスラが付きます（﴾ۥ نَهُ 複数のMimには、前述のとおりダンマ。（(Hud 11:42) ﴿نُوحٌ ٱبۡ

が付きます。

典拠: Ibn al-Jazari, al-Muqaddimah al-Jazariyyah, 詩句 101 から 103; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: باب همز الوصل; Al-

Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari: همزة الوصل وهمزة القطع.
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Z Q M 0 0 9 0 Q章  1 7

WaqfとIbtida'：止まることと始めること

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

رُوف٧٣ِ حُ  لِلْ يدِكَ  جْوِ  بَعْدَ تَ قُوفِوَ وُ لْ فَةِ ا بُدَّ مِنْ مَعْرِ لَا 

ذَن٧٤ْ سَمُ إِ  تُقْ يَ  تِدَاءِ وَهْ بْ لِا مٌّ وَكَافٍ وَحَسَنْوَا تَا ةٌ  ثَ لَا ثَ

جَد٧٥ِ يُو لَمْ  نْ  فَإِ مَّ  مَا تَ لِ يَ  تَدِيوَهْ بْ فَا نًى  وْ كَانَ مَعْ قٌ أَ لُّ عَ تَ

عَن٧٦ْ نَ فَامْ ظًا  لَفْ فِي وَ لْكَا فَا امُّ  تَّ فَال حَسَنْ  فَالْ ؤُوسَ الْآيِ جَوِّزْ  ا رُ لَّ إِ

ه٧٧ُ لَ بِيحٌ وَ قَ مَّ  رُ مَا تَ يْ غَ هُوَ لَ بْ قَ بْدَا  يُ ا وَ رًّ طَ قَفُ مُضْ يُو

قْفٍ وَجَب٧٨ْ رْآنِ مِنْ وَ لْقُ فِي ا يْسَ  لَ بَبْوَ هُ سَ لَ رَ مَا  يْ غَ وَلَا حَرَامٍ 

詩人は「文字を完成させた後は、止まる所と始める所を知らねばならない」と言います。どこで止まり

どこから始めるかを知ることはタジュウィードを完成させます。それが意味を守るからです。Waqf

وَقْف) كْت) は、続ける意図をもって、普通の一呼吸のあいだ語の上で音を断つことです。Sakt(ال は息継ぎ(السَّ

をしない短い中断です。Qat' (القَطْع)は読誦を終えることです。Ibtida' (تِدَاء بْ は中断や停止の後に読誦を始(الا

めることです。

Z QM0 0 9 1Q17.1  停止の種類

種類 意味 法的位置づけ

Waqf Idtirari (وَقْف ال

رَارِيّ طِ (الاضْ

息切れ、くしゃみ、度忘れによってや

むを得ず止まる

どの語でも許される。その後、適切な所か

ら読み直す

Waqf Intizari (وَقْف ال

تِظَارِيّ نْ (الا
教授の際に読み方をまとめるため 教授のために許される

Waqf Ikhtibari (وَقْف ال

بَارِيّ تِ  (الاخْ

試験で、語の書き方や読み方を示すた

め

許される。つなげて書く語と離して書く語

の規則に関わる

Waqf Ikhtiyari (وَقْف ال

يَارِيّ تِ  (الاخْ
読誦者が自由に選ぶ 下のとおり四種類
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Z QM0 0 9 2 Q17.2  選択による停止の四種類

停止の前の語を見ます。意味が完結し、後続と語句の面でも意味の面でもつながりがなければTamm、

意味の面でのみつながっていればKafi、語句の面でつながっていればHasan、意味が不完全ならQabih

です。

種類 停止と開始 例

Waqf Tamm

امّ) تَّ وَقْف ال (ال

止まってその後から始めてよい。節の終わ

りや物語の終わりに多い

﴾
ونَ لِحُ فۡ لۡمُ مُ ٱ لَٰٓئِكَ هُ

 وْ
أُ
 ثم (Al-Baqarah 2:5) ﴿وَ

﴾
اْ و رُ فَ ينَ كَ لَّذِ إِنَّ ٱ ﴿ (Al-Baqarah 2:6)

Waqf Kafi (وَقْف ال

فِي (الكَا
止まってその後から始めてよい

﴾
مِنُونَ لَا يُؤۡ ﴿ (Al-Baqarah 2:6) ثم ﴾ للَّهُ تَمَ ٱ ﴿خَ

(Al-Baqarah 2:7)

Waqf Hasan

حَسَن) وَقْف ال (ال

そこで止まってよいが、その後から始める

のは不可。ただし節の終わりは別
﴾ لِلَّهِ  دُ  (Al-Fatihah 1:2) ﴿ٱلۡحَمۡ

Waqf Qabih

بِيح) قَ وَقْف ال (ال

故意に行わない。やむを得ず止まったら戻

って読み直す

﴾ لَوٰةَ اْ ٱلصَّ بُو رَ لَا تَقۡ ﴿ (An-Nisa 4:43) ﴾ لَٰهٍ إِ ا مِنۡ  ﴿وَمَ
(Ali 'Imran 3:62)

詩人はRu'us al-Ay (رُؤُوس الآي)を例外とし、いかなる場合もそこで止まることを認めました。ウンム・サ

ラマのハディースにあるとおり、預言者صلى الله عليه وسلمは一節ずつ区切って読誦されたからです。また詩人は「クルア

ーンには、理由がない限り、義務の停止も禁止の停止もない」と述べています。読誦者が誤った意味を

意図しない限り、どの停止も、することもしないことも、それ自体は罪ではありません。

Z QM0 0 9 3 Q17.3  開始

開始は常に選択によるので、それ自体で意味が成り立つ語からのみ始めます。悪い開始とは誤った意味

を示唆するもので、﴾ٌۚة لُولَ غۡ للَّهِ مَ اۗ﴾や(Al-Ma'idah 5:64) ﴿يَدُ ٱ  لَدٗ  للَّهُ وَ خَذَ ٱ から始めるようなも(Al-Baqarah 2:116) ﴿ٱتَّ

のです。

Z QM0 0 9 4 Q17.4  マディーナ版ムスハフの停止記号

記号 意味 例

◌ۘ 停止が必要
﴾ نَۘ و عُ مَ يَسۡ ينَ  لَّذِ يبُ ٱ تَجِ يَسۡ ا  مَ إِنَّ ﴿
(Al-An'am 6:36)

◌ۗ 止まる方がよい。続けることも可 للَّ﴾  (Ali 'Imran 3:163) ﴿عِندَ ٱ

◌ۚ 止まることも続けることも同等に可 قٓۚ﴾ ﴿ (Qaf 50:1)

◌ۖ 続ける方がよい。止まることも可 مۡۖ﴾  وهُ قِفُ (As-Saffat 37:24) ﴿وَ
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記号 意味 例

◌ۛ

◌ۛ
Waqf al-Mu'anaqah (نَقَة عَا مُ 二か所のうち一方で止まった：(وَقْف ال

ら、もう一方では止まらない
﴾ بَۛ فِيهِۛ يۡ لَا رَ ﴿ (Al-Baqarah 2:2)

◌ۜ 息継ぎなしの軽い休止（ハフスの四か所） ﴾ اۜ (Al-Kahf 18:1) ﴿عِوَجَ

補足

マディーナのムスハフの以前の版には、止まってはならない箇所を示す記号「لا」（ ۙ）がありました

が、本書が従う現在の版にはもうありません。意味は「ここで止まらない。ただし節の終わりでは

止まってよい」です。

典拠: Ibn al-Jazari, al-Muqaddimah al-Jazariyyah, 詩句 73 から 78; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: باب الوقف والابتداء; Al-

Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari: الوقف والابتداء وعلامات الوقف.
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Z Q M 0 0 9 5 Q章  1 8

語末での止まり方

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

رَكَه١٠٤ْ حَ  لِّ الْ بِكُ قْفَ  وَ لْ حَاذِرِ ا رَكَهْوَ حَ  بَعْضُ الْ فَ ذَا رُمْتَ  ا إِ لَّ إِ

شِم١٠٥ّْ  بٍ وَأَ نَصْ بِ وْ  تْحٍ أَ بِفَ ا  لَّ ضَمّْإِ فْعٍ وَ فِي رَ مِّ  بِالضَّ ةً  ارَ شَ إِ

母音のある語で止まる基本の方法は純粋なSukun (كُون で、完全な母音で止まることは決してありませ(السُّ

ん。Rawm (وْم رَّ مَام) とIshmam(ال  شْ 。もそれぞれの条件で許されます。止まり方は次のとおりです(الإِ

方法 やり方 適用対象

純粋なスクー

ン
母音を完全に取り去る 三つの母音すべて

Rawm
母音の一部（約三分の一）を、近くの人に聞こえる程度の弱い

声で発音する

ダンマとカスラ。ファトハは

不可

Ishmam スクーンの直後に、ダンマを示すため音を出さずに唇を丸める ダンマのみ

Ibdal (بْدَال  (الإِ
ファトハのTanwinをAlifに、Ta' Marbutahを無音のHa'に変

える

ファトハのTanwinとTa'

Marbutah

停止時

تَعِينُ نَسۡ
Al-Fatihah 1:5

Sukun、Rawm、またはIshmam

ٱلرَّحِيمِ
Al-Fatihah 1:3

SukunまたはRawm。Ishmamは不可

ينَ عَٰلَمِ ٱلۡ
Al-Fatihah 1:2

ファトハなので、スクーンのみ

ٱلۡجَنَّةَ
Al-Baqarah 2:35

無音のHa'になる：スクーンのみ

Z QM0 0 9 6 Q18.1  RawmとIshmamを用いない所

Ha'として止まるTa' Marbutah。﴾
。のとおり(Al-Baqarah 2:35) ﴿ٱلۡجَنَّةَ

複数のMim。﴾ لَيۡهِمۡ ﴾、(Al-Fatihah 1:7) ﴿عَ
لَّةُ ذِّ لَيۡهِمُ ٱل 。のとおり(Al-Baqarah 2:61) ﴿عَ

一時的な母音。﴾
لَ لَّيۡ 。に止まる場合のとおりقمで(Al-Muzzammil 73:2) ﴿قُمِ ٱ
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ファトハの文字。

Z QM0 0 9 7 Q18.2  書記に従った停止

停止はRasm 'Uthmani ( نِيّ ثْمَا عُ سْم ال رَّ に従います。書かれているものは停止時に発音し、省かれているも(ال

の は 省 き ま す 。 そ の た め ﴾
ا۠ لَّٰكِنَّ ﴿ (Al-Kahf 18:38) 、 ﴾

ا۠ نُونَ (Al-Ahzab 33:10) ﴿ٱلظُّ 、 ﴾
لَا۠ و ﴿ٱلرَّسُ

(Al-Ahzab 33:66)、﴾
بِيلَا۠ ﴾、(Al-Ahzab 33:67) ﴿ٱلسَّ

ا۠ نَ
أَ
نِّيٓ  إِ ﴿ (Taha 20:12)では、続けて読むときには落ちるAlifを付け

て止まります。書記上Yaが省かれている語は、﴾ رِ يَسۡ ﴿ (Al-Fajr 89:4)のようにYaなしで止まります。ハフス

では﴾ للَّهُ ۦَ ٱ が例外で、停止時には無音のYaを付ける方法と付けない方法の二通りが(An-Naml 27:36) ﴿ءَاتَىٰنِ

あります。

﴾
لَاْ لَٰسِ  では停止時に二通りあり、Alifを付けるかスクーンにするかです。一つ目(Al-Insan 76:4) ﴿سَ

の﴾
ا۠  ارِيرَ ﴾はAlifを付けて、二つ目の(Al-Insan 76:15) ﴿قَوَ

اْ  ارِيرَ 。はスクーンで止まります(Al-Insan 76:16) ﴿قَوَ

典拠: Ibn al-Jazari, al-Muqaddimah al-Jazariyyah, 詩句 104 から 105; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: باب الوقف على أواخر

.كيفية الوقف والروم والإشمام :Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari ;الكلم وباب الوقف على مرسوم الخط
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Z Q M 0 0 9 8 Q章  1 9

Maqtu'とMawsul：離して書く語とつなげて書く
語

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

تَا٧٩ طُوعٍ وَمَوْصُولٍ وَ مَقْ لِ تَىوَاعْرِفْ   قَدْ أَ فِيمَا  مَامِ  حَفِ الْإِ فِي مُصْ

نْ لَا٨٠ مَاتٍ أَ عَشْرِ كَلِ بِ قْطَعْ  فَا ا لَّ هَ إِ لَ  إٍ وَلَا إِ جَ لْ مَعْ مَ

هُودَ لَا٨١ نِي  ثَا ينَ  يَاسِ بُدُوا  تَعْ لَىوَ عَ لُوا  تَعْ لَنْ  خُ  يَدْ شْرِكْ  تُ نَ  شْرِكْ يُ

نْ مَا٨٢ قُولَ إِ  لُوا لَا أَ يَقُو نْ لَا  لْ وَعَنْ مَاأَ تُوحَ صِ  مَفْ لْ عْدِ وَا رَّ بِال

نِّسَا٨٣ رُومٍ وَال بِ عُوا مِنْ مَا  قْطَ هُوا ا سَانُ سَّ مْ مَنْ أَ قِينَ أَ فِ نَا مُ لْ لْفُ ا خُ

يْثُ مَا٨٤ حٍ حَ نِّسَا وَذِبْ لَتِ ال  صِّ فُ نَّ مَا رُ إِ سْ تُوحَ كَ  مَفْ لْ لَمِ ا نْ  وَأَ

عَا٨٥ عُونَ مَ يَدْ تُوحَ   مَفْ لْ عَامَ وَا نْ عَاالَا قَ حْلٍ وَ  نْفَالِ وَنَ لْفُ الَا خُ وَ

لِف٨٦ْ تُ  هُ وَاخْ مُو تُ لْ  أَ لِّ مَا سَ لَ صِفْوَكُ وَصْ لْ ئْسَمَا وَا بِ قُلْ  ذَا  وا كَ رُدُّ

عَا٨٧ قْطَ فِي مَا ا ا  رَوْ تَ  نِي وَاشْ تُمُو  لَفْ خَ عَا لُو مَ بْ يَ هَتْ  تَ مُ اشْ تُ  فَضْ  يَ أَ وحِ أُ

لَا٨٨ كِ عَتْ رُومٌ  قَ لْنَ وَ عَ فَ نِيَ  ثَا لَا  هَا صِ رَ يْ غَ رَا وَ عَ  يلُ شُ نْزِ تَ

لِف٨٩ْ تَ خْ لْ وَمُ حْلِ صِ نَّ مَا كَال نَ يْ  فَأَ نِّسَا وُصِفْ حْزَابِ وَال رَا الْأَ عَ  فِي الشُّ

لَا٩٠ عَ جْ  نْ نَ لَّ  هُودَ أَ مْ  لَّ  فَإِ لْ  لَىوَصِ عَ وْا  سَ تَأْ نُوا  زَ حْ  لَا تَ يْ كَ مَعَ  جْ نَ

عُهُم٩١ْ  قَطْ يْكَ حَرَجٌ وَ لَ عَ جٌّ    هُمْحَ يَوْمَ  لَّى  وَ تَ ءُ مَنْ  يَشَا عَنْ مَنْ 

ؤُلَا٩٢ هَ لَّذِينَ  هَذَا وَا لَاوَمَالِ  لْ وَوُهِّ مَامِ صِ فِي الْإِ حِينَ  تَ

ل٩٣ِ هُمْ صِ لُو هُمْ وَكَا نُو لِوَوَزَ تَفْصِ هَا لَا  يَا وَ ذَا مِنَ الْ وَ كَ

Maqtu' (طُوع مَقْ مَوْصُول) の語はムスハフで次の語と離して書かれ、Mawsul(ال の語は次の語とつなげて書か(ال

れます。これはWaqf Ikhtibari ( بَارِيّ تِ  وَقْف الاخْ に関（書記を示すための停止、またはやむを得ない停止）(ال

わります。離して書かれた語では前半で止まることができ、つなげて書かれた語では末尾でのみ止まり

ます。続けて読むときには影響はありません。

以下は詩人が挙げた主な語です。各例の横の表示は、この版で用いたムスハフの本文から自動的に抽出

したもので、ムスハフそのものの書記を示しています。
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語 規則 ムスハフからの例

أن لا 十か所で分離、それ以外は連結

قُولَ
أَ
لَّآ  ن 

أَ
 Al-A'raf 7:105: 分離

اْ لُو و قُ لَّا يَ ن 
أَ
 Al-A'raf 7:169: 分離

أَ
 لۡجَ لَّا مَ ن 

أَ
 At-Tawbah 9:118: 分離

لَٰهَ إِ آ 
لَّ ن 

أَ
Hud 11:14: 分離 وَ

اْ  وٓ بُدُ لَّا تَعۡ ن 
أَ
 Hud 11:26: 分離

رِكۡ تُشۡ لَّا  ن 
أَ
 Al-Hajj 22:26: 分離

اْ و بُدُ لَّا تَعۡ ن 
أَ
 Ya-Sin 36:60: 分離

اْ لُو لَّا تَعۡ ن 
أَ
Ad-Dukhan 44:19: 分離 وَ

نَ رِكۡ يُشۡ لَّا  ن 
أَ


Al-Mumtahanah 60:12: 分離

ا لَنَّهَ خُ لَّا يَدۡ ن 
أَ
 Al-Qalam 68:24: 分離

اْ لُو لَّا تَعۡ
أَ
 An-Naml 27:31: 連結

إن ما ラアド章でのみ分離

ا نُرِيَنَّكَ إِن مَّ Ar-Ra'd 13:40: 分離 وَ

ا نُرِيَنَّكَ إِمَّ Yunus 10:46: 連結 وَ

عن ما アアラーフ章でのみ分離

اْ و ا نُهُ ن مَّ Al-A'raf 7:166: 分離 عَ

لُونَ مَ ا تَعۡ مَّ Al-Baqarah 2:74: 連結 عَ

من ما
ニサー章とルーム章で分離。ムナーフィクーン章では見解

が分かれる

تۡ لَكَ ا مَ ن مَّ An-Nisa 4:25: 分離 فَمِ

تۡ لَكَ ا مَ ن مَّ Ar-Rum 30:28: 分離 مِ

م نَٰكُ قۡ زَ ا رَ ن مَّ مِ
Al-Munafiqun 63:10: 分離

مۡ نَٰهُ قۡ زَ ا رَ مِمَّ Al-Baqarah 2:3: 連結 وَ

أم من 四か所で分離

ونُ ن يَكُ م مَّ
أَ
 An-Nisa 4:109: 分離

سَ سَّ
أَ
نۡ  م مَّ

أَ
 At-Tawbah 9:109: 分離

نَآۚ قۡ لَ نۡ خَ م مَّ
أَ
 As-Saffat 37:11: 分離

تِيٓ
أۡ
ن يَ م مَّ

أَ
 Fussilat 41:40: 分離

قَ لَ نۡ خَ مَّ
أَ
 An-Naml 27:60: 連結

حيث ما 常に分離

مۡ نتُ ا كُ يۡثُ مَ وَحَ
Al-Baqarah 2:144: 分離

أن لم 常に分離 ن مۡ يَكُ ن لَّ
أَ
 Al-An'am 6:131: 分離
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語 規則 ムスハフからの例

إن ما )المكسورة المشددة( アンアーム章では分離、ナフル章では異説あり

ونَ دُ ا تُوعَ إِنَّ مَ  Al-An'am 6:134: 分離

نُ حۡ ا نَ إِنَّمَ  Al-Baqarah 2:11: 連結

للَّهِ ا عِندَ ٱ إِنَّمَ  An-Nahl 16:95: 連結

أن ما )المفتوحة المشددة(
ハッジ章とルクマーン章で分離。アンファール章では見解

が分かれる

عُونَ ا يَدۡ نَّ مَ
أَ
Al-Hajj 22:62: 分離 وَ

عُونَ ا يَدۡ نَّ مَ
أَ
Luqman 31:30: 分離 وَ

تُم نِمۡ  ا غَ نَّمَ
أَ
 Al-Anfal 8:41: 連結

كل ما
イブラーヒーム章で分離。ニサー章などいくつかの箇所で

は見解が分かれる

هُۚ و مُ لۡتُ
أَ
 ا سَ لِّ مَ

Ibrahim 14:34: 分離 كُ

اْ  وٓ دُّ ا رُ An-Nisa 4:91: 分離 كُلَّ مَ

آءَ ضَ
أَ
آ  Al-Baqarah 2:20: 連結 كُلَّمَ

بئس ما
バカラ章90節とアアラーフ章で連結。バカラ章93節では見

解が分かれる。それ以外は分離

اْ  وۡ تَرَ ا ٱشۡ مَ بِئۡسَ  Al-Baqarah 2:90: 連結

نِي و تُمُ لَفۡ مَا خَ بِئۡسَ  Al-A'raf 7:150: 連結

اْ انُو ا كَ بِئۡسَ مَ
لَ  Al-Ma'idah 5:62: 分離

في ما 十一か所で分離、それ以外は連結

نَ لۡ عَ ا فَ فِي مَ  Al-Baqarah 2:240: 分離

يَ وحِ
أُ
آ  فِي مَ  Al-An'am 6:145: 分離

لَمُونَ لَا تَعۡ ا  فِي مَ
Al-Waqi'ah 56:61: 分離

اْ انُو ا كَ Al-Baqarah 2:113: 連結 فِيمَ

أين ما
バカラ章115節とナフル章で連結。それ以外は分離で、三か

所に相違がある

اْ لُّو ا تُوَ نَمَ يۡ
أَ
Al-Baqarah 2:115: 連結 فَ

ا يُوَجِّههُّ نَمَ يۡ
أَ
 An-Nahl 16:76: 連結

اْ ونُو ا تَكُ نَ مَ يۡ
أَ


Al-Baqarah 2:148: 分離

إن لم フード章14節でのみ連結
اْ يبُو تَجِ يَسۡ مۡ  إِلَّ Hud 11:14: 連結 فَ

أن لن カハフ章とキヤーマ章で連結

لَ جۡعَ ن نَّ لَّ
أَ
 Al-Kahf 18:48: 連結

عَ جۡمَ ن نَّ لَّ
أَ
 Al-Qiyamah 75:3: 連結

كي لا 四か所で連結、それ以外は分離

اْ نُو حۡزَ لَا تَ يۡ لِكَ  Ali 'Imran 3:153: 連結

مَ لَ عۡ لَا يَ يۡ لِكَ  Al-Hajj 22:5: 連結

ونَ لَا يَكُ يۡ لِكَ  Al-Ahzab 33:50: 連結

اْ  وۡ سَ
أۡ
لَا تَ يۡ لِّكَ  Al-Hadid 57:23: 連結

مَ لَ عۡ لَا يَ كَيۡ  لِ  An-Nahl 16:70: 分離
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語 規則 ムスハフからの例

عن من ヌール章とナジュム章で分離
ءُۖ آ يَشَ ن  ن مَّ An-Nur 24:43: 分離 عَ

لَّىٰ  ن تَوَ ن مَّ An-Najm 53:29: 分離 عَ

يوم هم ガーフィル章とザーリヤート章で分離
نَۖ و بَٰرِزُ م  Ghafir 40:16: 分離 يَوۡمَ هُ

لَى مۡ عَ Adh-Dhariyat 51:13: 分離 يَوۡمَ هُ

مال Lamが後続から離して書かれている所が四か所ある

لَآءِ  ؤُ هَٰٓ مَالِ  An-Nisa 4:78: 分離 فَ

تَٰبِ ا ٱلۡكِ هَٰذَ مَالِ 
Al-Kahf 18:49: 分離

ولِ ا ٱلرَّسُ هَٰذَ مَالِ 
Al-Furqan 25:7: 分離

ينَ لَّذِ مَالِ ٱ Al-Ma'arij 70:36: 分離 فَ

كالوهم ووزنوهم 両方とも連結

مۡ نُوهُ زَ و وَّ
أَ
مۡ  لُوهُ ا كَ

Al-Mutaffifin 83:3: 連結

補足

写本によって異なる箇所では、ここで用いたムスハフは二通りのうち一方に従っており、試験の停

止はその書記に従います。

典拠: Ibn al-Jazari, al-Muqaddimah al-Jazariyyah, 詩句 79 から 93; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: باب الوقف على مرسوم

.المقطوع والموصول :Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari ;الخط
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Z Q M 0 0 9 9 Q章  2 0

開いたTa：Taで書かれる女性形語尾

アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤより

رَه٩٤ْ بَ ا زَ تَّ بِال زُّخْرُفِ  مَتُ ال  رَهْوَرَحْ بَقَ لْ هُودٍ كَافِ ا الَاعْرَافِ رُومٍ 

هَم٩٥ْ رَ بْ  حْلٍ إِ  لَاثُ نَ ثَ هَا  تُ نِعْمَ هَمّْ انِ  ثَّ رَاتٌ عُقُودُ ال ي خِ عًا أَ مَ

ور٩٦ِ رٌ كَالطُّ فَاطِ مَّ  لُقْمَانُ ثُ ورِ نُّ هَا وَال  نَتَ بِ لَعْ رَانَ  مْ  عِ

ص٩٧ْ لْقَصَ رَانَ ا مْ  يُوسُفَ عِ تٌ  وَامْرَأَ
خَصّْ  مِعْ يُ بِقَدْ سَ يَتْ   مَ مَعْصِ ي حْرِ  تَ

فَاطِر٩٨ِ تْ  نَّ  خَانِ سُ  رَتَ الدُّ جَ  فِرِشَ غَا نْفَالِ وَحَرْفِ  لًّا وَالَا كُ

عَت٩٩ْ قَ فِي وَ نَّتٌ  يْنٍ جَ عَ تُ  رَّ قُ مَتْ نَتْ وَكَلِ بْ يَّتْ وَا قِ بَ رَتْ   فِطْ

لِف١٠٠ْ تُ  طَ الَاعْرَافِ وَكُلُّ مَا اخْ وْسَ اءِ عُرِفْأَ تَّ بِال فِيهِ  رْدًا  فَ عًا وَ مْ جَ

名詞の女性形語尾は通常Ta' Marbutah (بُوطَة رْ مَ اء ال تَّ 。で書かれ、停止時にはHa'として発音されます（ة）(ال

ムスハフの特定の箇所ではTa' Maftuhah (تُوحَة  مَفْ اء ال تَّ で書かれ、ハフスは書記に従ってそこでTaで（ت）(ال

止まります。詩人がまとめた箇所は次のとおりです。

語
箇

所
場所 例

رحمت 7
Al-Baqarah 2:218, Al-A'raf 7:56, Hud 11:73, Maryam 19:2, Ar-Rum 30:50, Az-Zukhruf 43:32

(2回)
للَّهِۚ مَتَ ٱ رَحۡ

نعمت 11
Al-Baqarah 2:231, Ali 'Imran 3:103, Al-Ma'idah 5:11, Ibrahim 14:28, Ibrahim 14:34, An-

Nahl 16:72, An-Nahl 16:83, An-Nahl 16:114, Luqman 31:31, Fatir 35:3, At-Tur 52:29
للَّهِ تَ ٱ نِعۡمَ

امرأت 7
Ali 'Imran 3:35, Yusuf 12:30, Yusuf 12:51, Al-Qasas 28:9, At-Tahrim 66:10 (2回), At-Tahrim

66:11

رَٰنَ  تُ عِمۡ
أَ
 رَ ٱمۡ

سنت 5 Al-Anfal 8:38, Fatir 35:43 (3回), Ghafir 40:85 نَ لِي  وَّ
أَ
لۡ نَّتُ ٱ سُ

لعنت 2 Ali 'Imran 3:61, An-Nur 24:7 للَّهِ نَتَ ٱ لَعۡ

معصيت 2 Al-Mujadila 58:8, Al-Mujadila 58:9 لِۖ و يَتِ ٱلرَّسُ عۡصِ وَمَ

شجرت 1 Ad-Dukhan 44:43 قُّومِ رَتَ ٱلزَّ جَ شَ

قرت 1 Al-Qasas 28:9 يۡنٖ  قُرَّتُ عَ
جنت 1 Al-Waqi'ah 56:89 نَّتُ نَعِيمٖ وَجَ
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語
箇

所
場所 例

فطرت 1 Ar-Rum 30:30 للَّهِ رَتَ ٱ فِطۡ
بقيت 1 Hud 11:86 للَّهِ بَقِيَّتُ ٱ
ابنت 1 At-Tahrim 66:12

رَٰنَ  ٱبۡنَتَ عِمۡ

كلمت 1 Al-A'raf 7:137
بِّكَ  تُ رَ لِمَ كَ

複数形で読む者と単数形で読む者がいる語はTaで書かれます。詩人が言うとおりで、例えば تُ ﴿كَلِمَ
﴾ بِّكَ  ﴾や(Al-An'am 6:115) رَ يَٰتٞ 。です(Yusuf 12:7) ﴿ءَا

規則のまとめ

ムスハフで開いたTaで書かれた女性形のTaでは、ハフスはTaで止まります。Ta' Marbutahで書か

れたものではHa'で止まります。

典拠: Ibn al-Jazari, al-Muqaddimah al-Jazariyyah, 詩句 94 から 100; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: باب الوقف على مرسوم

.هاء التأنيث المرسومة تاء :Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari ;الخط، هاء التأنيث
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Z Q M 0 1 0 0 Q章  2 1

マディーナ版ムスハフの記号

Dabt (بْط とは、文字に付けて母音と規則を示す記号の体系です。マディーナ版ムスハフでは厳密な約(الضَّ

束に従っているので、それを理解すればムスハフそのものから多くのタジュウィードの規則を読み取れ

ます。

記号 意味 例

文字の上の、点のない小さなKha'の

頭

その文字は無音で、明瞭に発音され

る
﴾ تَ نۡعَمۡ

أَ
﴿ (Al-Fatihah 1:7)

スクーン記号のない無音の文字で、

次の文字が重子音でない

Ikhfa' (فَاء خْ またはIdgham Naqis(الإِ

اقِص) نَّ غَام ال دْ (الإِ

لُۖ﴾ بۡ (Al-Baqarah 2:25) ﴿مِن قَ

﴾
ولُ قُ ن يَ (Al-Baqarah 2:8) ﴿مَ

スクーンのない文字で、次の文字が

重子音
Idgham Kamil (غَام الكَامِل دْ (الإِ مۡۖ﴾ بِّهِ  (Al-Baqarah 2:5) ﴿مِن رَّ

スクーンまたはTanwinの二つ目の

記号の代わりの小さなMim
Iqlab (لَاب قْ  (الإِ ﴾ دِ (Al-Baqarah 2:27) ﴿مِنۢ بَعۡ

上下に重ねたTanwinの記号 Tanwinを明瞭に発音 ﴾ يمٞ ظِ ابٌ عَ ذَ (Al-Baqarah 2:7) ﴿عَ

ずらしたTanwinの記号 TanwinのIkhfa'またはIdgham ﴾ يمٌ ورٞ رَّحِ فُ (Al-Baqarah 2:173) ﴿غَ

弱い文字の上の丸いゼロ
付加された文字で、続けて読むとき

も止まるときも発音しない
﴾
اْ اْ وَّكَانُو و (Al-Baqarah 2:61) ﴿عَصَ

Alifの上の縦長の楕円のゼロ
続けて読むときは落ち、止まるとき

は発音する
﴾
ا۠ نُونَ (Al-Ahzab 33:10) ﴿ٱلظُّ

小さな文字：Alif、Waw、Ya
書記上は省かれているが発音される

文字

﴾ مَٰلِكِ ﴿ (Al-Fatihah 1:4) ﴾ وَ ۥ هُ إِنَّهُ ﴿
(Al-Isra 17:1)

マッドの文字の上のマッド記号（~） 自然な長さより長いマッド ﴾ نَ لِّي آ (Al-Fatihah 1:7) ﴿ٱلضَّ

小さなNun
書記上は省かれているが発音される

Nun
ي﴾ ـۨجِ (Al-Anbya 21:88) ﴿نُ

Sadの上の小さなSin ハフスではSinとして読む ﴾ طُ صُۜ
يَبۡ (Al-Baqarah 2:245) ﴿وَ

典拠: Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari: علامات الضبط; Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: باب الوقف على مرسوم

.الخط
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ハフスのリワーヤにおける特別な語

シャーティビーヤ経路によるハフス・アン・アースィムのリワーヤで特別な規則を持つ箇所を、復習しや

すいよう一つの表にまとめたものです。多くはそれぞれの章で説明しました。

箇所 ハフスの規則

﴾ اۜ ا﴾ (Al-Kahf 18:1) ﴿عِوَجَ يِّمٗ  (Al-Kahf 18:2) ﴿قَ 'iwajaのAlifで、息継ぎなしの軽い休止

اۜۗ﴾ نَ قَدِ رۡ (Ya-Sin 36:52) ﴿مِن مَّ marqadinaのAlifで休止し、次にhadha

﴾ نۡۜ رَاقٖ (Al-Qiyamah 75:27) ﴿مَ Nunで休止するので同化しない

﴾
(Al-Mutaffifin 83:14) ﴿بَلۡۜ رَانَ Lamで休止するので同化しない

ا﴾ ىٰهَ  ر۪
جۡ (Hud 11:41) ﴿مَ

大Imalah (لَة مَا  ファトハはカスラ寄りに、AlifはYa寄りに傾：(الإِ

き、Ra'は軽い

﴾ يّٞ مِ جَ ۥٓۖ ءَا۬عۡ يَٰتُهُ (Fussilat 41:44) ﴿ءَا 二つ目のHamzahのTashil (سْهِيل تَّ （HamzahとAlifの中間）(ال

مَ۬نَّا﴾
أۡ
لَا تَ ﴿ (Yusuf 12:11)

好まれる方法はIshmam (مَام  شْ を伴うNunの（唇を丸める）(الإِ

Nunへの同化、またはRawm (وْم رَّ を伴うIzhar(ال

﴾ فٖ عۡ (Ar-Rum 30:54) ﴿مِن ضَ 三か所すべてで、好まれるのはDadのファトハ、またはダンマ

﴾ طُ صُۜ
يَبۡ ةٗۖ﴾ (Al-Baqarah 2:245) ﴿وَ  طَ صۜۡ

﴿بَ
(Al-A'raf 7:69)

Sinのみ

﴾
ونَ رُ لۡمُصَۜيۡطِ (At-Tur 52:37) ﴿ٱ SadまたはSin。Sadが好まれる

﴾ رٍ يۡطِ بِمُصَ ﴿ (Al-Ghashiyah 88:22) Sadのみ

﴾ لِيَهۡۜ ا ﴾ (Al-Haqqah 69:28) ﴿مَ لَكَ ﴿هَ
(Al-Haqqah 69:29)

続けて読むとき：Izharを伴うSakt、またはIdgham

لٓمٓ ١﴾ ﴾ (Ali 'Imran 3:1) ﴿ا للَّهُ (Ali 'Imran 3:2) ﴿ٱ 続けて読むとき：Mimを6拍、または2拍

﴾١  هيعٓصٓ  ٢﴾ (Maryam 19:1) ﴿كٓ قٓ سٓ ﴿عٓ
(Ash-Shuraa 42:2)

'Ayn：4拍または6拍；6拍が優先されます
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箇所 ハフスの規則

﴾١  ﴾ (Ya-Sin 36:1) ﴿يسٓ رۡءَانِ (Ya-Sin 36:2) ﴿وَٱلۡقُ

﴾ لَمِ نٓۚ وَٱلۡقَ ﴿ (Al-Qalam 68:1)

Wawの前の無音のNunのIzhar

﴾ يۡنِ رَ كَ ﴾ (Al-An'am 6:143) ﴿ءَآلذَّ ﴿ءَآلۡـَٰٔنَ
(Yunus 10:51) ﴾ للَّهُ (Yunus 10:59) ﴿قُلۡ ءَآ

Hamzat al-Waslを6拍のAlifに変える、または軽くする

نَا﴾ عَ ب مَّ كَ ﴾ (Hud 11:42) ﴿ٱرۡ لِكَ ذَّٰ ثۚ  ﴿يَلۡهَ
(Al-A'raf 7:176)

BaをMimに、ThaをDhalに同化

م﴾ خۡلُقكُّ (Al-Mursalat 77:20) ﴿نَ 好まれる完全な同化、または不完全な同化

﴾ قٖ (Ash-Shu'ara 26:63) ﴿كُلُّ فِرۡ Ra'を重く、または軽く

﴾ للَّهُ ۦَ ٱ (An-Naml 27:36) ﴿ءَاتَىٰنِ 停止時：無音のYaを付けるか付けないか

﴾
لَاْ  لَٰسِ  (Al-Insan 76:4) ﴿سَ 停止時：Alifを付けるかスクーンか

مۡۗ﴾  هُ لَكُ (Az-Zumar 39:7) ﴿يَرۡضَ Ha'にダンマ、Silahなし

انًا﴾ هَ (Al-Furqan 25:69) ﴿فِيهۦِ مُ 前の文字が無音でもHa'のSilahがある

典拠: Ibn al-Jazari, an-Nashr fi al-Qira'at al-'Ashr: فرش الحروف في مواضعها من الكتاب; Al-Marsafi, Hidayat al-Qari ila Tajwid Kalam al-Bari:

.الكلمات الخاصة برواية حفص
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付録1：アル＝ムカッディマ・アル＝ジャザリーヤ
の本文

暗記と復習のための詩の全文で、一般的な数え方による109句です。見出しは詩の一部ではなく、区分の

ために加えたものです。写本によって語句がわずかに異なる句がいくつかあります。詩人自身は107句と

数えています（«وأبياتها قاف وزاي في العدد»）。一般的な数え方では結びの2句が加わります。

المقدمة

امِع١ِ وِ رَبٍّ سَ ي عَفْ يَقُولُ رَاجِ فِعِي ا يِّ الشَّ زَرِ جَ  بْنُ الْ دُ  مَّ حَ مُ

ه٢ُ  لَّ لَّى ال  هِ وَصَ  لَّ لِ مْدُ  حَ  هُالْ طَفَا يِّهِ وَمُصْ  بِ نَ لَى  عَ

بِه٣ِ حْ  لِهِ وَصَ دٍ وَآ مَّ حَ مُ بِّهِ  حِ رْآنِ مَعْ مُ لْقُ رِئِ ا وَمُقْ

هِ مُقَدِّمَه٤ْ هَذِ نَّ  بَعْدُ إِ مَهْوَ لَ يَعْ نْ  ئِهِ أَ قَارِ لَى  عَ فِيمَا 

م٥ُ  تَّ حَ هِمُ مُ لَيْ عَ ذْ وَاجِبٌ  مُواإِ لَ يَعْ نْ  لًا أَ وَّ رُوعِ أَ  شُّ بْلَ ال قَ

فَات٦ِ صِّ رُوفِ وَال حُ  خَارِجَ الْ غَاتِمَ  لُّ حِ ال فْصَ  بِأَ فِظُوا  لْ يَ لِ

قِف٧ِ وَا مَ لْ يدِ وَا وِ جْ تَّ رِّرِي ال حَ احِفِمُ مَصَ لْ فِي ا سِمَ  لَّذِي رُ وَمَا ا

هَا٨  طُوعٍ وَمَوْصُولٍ بِ لِّ مَقْ هَامِنْ كُ تَبْ بِ  تُكْ تَكُنْ  لَمْ  ثَى  نْ  تَاءِ أُ وَ

باب مخارج الحروف

شَر٩ْ ةَ عَ عَ بْ  رُوفِ سَ حُ  خَارِجُ الْ بَرْمَ تَ  هُ مَنِ اخْ تَارُ خْ  لَّذِي يَ لَى ا عَ

ي١٠ هَا وَهِ تَا  خْ جَوْفِ وَأُ  لِفُ الْ  فَأَ ي نْتَهِ تَ وَاءِ  لْهَ لِ حُرُوفُ مَدٍّ 

ء١١ُ هَا زٌ  مْ هَ لْقِ  حَ  قْصَى الْ  لِأَ مَّ  ءُثُ حَا يْنٌ  عَ فَ طِهِ  وَسْ لِ مَّ  ثُ

لْقَاف١٢ُ هَا وَا ؤُ خَا يْنٌ  غَ هُ  نَا دْ لْكَافُأَ مَّ ا فَوْقُ ثُ لِّسَانِ   قْصَى ال  أَ

يَا١٣ ينُ  مُ الشِّ جِي طُ فَ وَسْ لْ فَلُ وَا سْ يَاأَ لِ ذْ وَ تِهِ إِ فَ حَا ادُ مِنْ  وَالضَّ

هَا١٤ نَا مْ يُ وْ  رَ أَ سَ يْ  رَاسَ مِنْ أَ هَاالَاضْ هَا نْتَ مُ لِ هَا  نَا دْ لَّامُ أَ وَال

لُوا١٥ عَ  حْتُ اجْ  فِهِ تَ رَ  نُّونُ مِنْ طَ دْخَلُوَال لِظَهْرٍ أَ نِيهِ  يُدَا ا  رَّ وَال

هُ وَمِن١٦ْ نْ تَا مِ الُ وَ ءُ وَالدَّ ا تَكِنْوَالطَّ  رُ مُسْ فِي  يَا وَالصَّ نَا  ثَّ يَا ال لْ عُ
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لَى١٧  فْ يَا السُّ نَا  ثَّ فَوْقِ ال هُ وَمِنْ  نْ يَامِ لْ عُ لْ لِ ثَا  الُ وَ ءُ وَالذَّ ا وَالظَّ

فَه١٨ْ نِ الشَّ بَطْ هِمَا وَمِنْ  فَيْ رَ  فَهْمِنْ طَ مُشْرِ لْ يَا ا نَا  ثَّ رَافِ ال  لْفَا مَعَ اطْ فَا

م١٩ُ ءٌ مِي بَا وَاوُ  لْ يْنِ ا تَ فَ لِلشَّ يْشُومُ خَ  رَجُهَا الْ خْ ةٌ مَ  نَّ وَغُ

باب صفات الحروف

فِل٢٠ْ تَ  وٌ مُسْ  رٌ وَرِخْ هَا جَهْ  فَاتُ قُلْصِ دَّ  ةٌ وَالضِّ تَ مَ تِحٌ مُصْ نْفَ مُ

كَت٢١ْ خْصٌ سَ  هُ شَ  ثَّ حَ هَا فَ سُ هْمُو مَ بَكَتْ قَطٍ  جِدْ  ظُ أَ لَفْ هَا  شَدِيدُ

ر٢٢ْ مَ عُ لِنْ  دِيدِ  وٍ وَالشَّ يْنَ رِخْ بَ صَرْوَ قِظْ حَ غْطٍ  وٍ خُصَّ ضَ لْ عُ بْعُ   وَسَ

بَقَه٢٣ْ  ءٌ مُطْ ا ءُ ظَ ا ادٌ طَ ادُ ضَ لَقَهْوَصَ  مُذْ لْ رُوفُ ا حُ  بِّ الْ لُ رَّ مِنْ  فِ وَ

ين٢٤ُ ادٌ وَزَايٌ سِ هَا صَ رُ فِي  لِّينُصَ  جَدٍ وَال قُطْبُ  ةٌ  لَ لْقَ قَ

حَا٢٥ تَ نْفَ نَا وَا كِّ ءٌ سُ يَا حَاوَاوٌ وَ حِّ  رَافُ صُ حِ  لِانْ لَهُمَا وَا بْ قَ

عِل٢٦ْ رٍ جُ ي تَكْرِ بِ ا وَ رَّ لَّامِ وَال فِي ال تَطِلْ  ادًا اسْ ينُ ضَ شِّي الشِّ فَ تَّ لِل وَ

باب التجويد

مٌ لَازِم٢٧ُ يدِ حَتْ وِ جْ تَّ بِال خْذُ  مُوَالْأَ  رَانَ آثِ لْقُ جَوِّدِ ا  لَمْ يُ مَنْ 

زَلَا٢٨ نْ  هُ أَ لَ  بِهِ الْإِ هُ   نَّ  لِأَ لَا  نَا وَصَ يْ لَ  هُ إِ نْ ذَا مِ كَ هَ وَ

ة٢٩ِ لَاوَ تِّ  ةُ ال يَ لْ  ا حِ يْضً  وَ أَ هُ ءَةِوَ رَا قِ لْ  وَا
دَاءِ ةُ الْأَ نَ ي وَزِ

هَا٣٠ رُوفِ حَقَّ حُ  ءُ الْ عْطَا وَ إِ هُ هَاوَ قَّ تَحَ  هَا وَمُسْ لَ فَةٍ  مِنْ صِ

لِه٣١ِ  صْ لِأَ لِّ وَاحِدٍ  لِهِوَرَدُّ كُ ثْ مِ كَ هِ  نَظِيرِ فِي  ظُ  فْ لَّ وَال

لُّف٣٢ِ تَكَ رِ مَا  يْ غَ لًا مِنْ   مَّ فِمُكَ عَسُّ تَ لَا  بِ قِ  طْ نُّ فِي ال لُّطْفِ  بِال

ه٣٣ِ تَرْكِ يْنَ  بَ هُ وَ نَ يْ بَ يْسَ  لَ بِفَكِّهِوَ ةُ امْرِئٍ   يَاضَ  ا رِ لَّ إِ

باب الترقيق والتفخيم وبيان بعض الحروف

حْرُف٣٤ِ لًا مِنْ أَ فِ تَ  قِّقَنْ مُسْ رَ فَ لِفِ  ظِ الْأَ لَفْ مَ  ي خِ تَفْ حَاذِرَنْ  وَ

نَا٣٥ عُوذُ اهْدِ مْدُ أَ حَ  زَ الْ مْ هَ نَاوَ لَ هِ   لَّ لِ مَّ لَامَ  هُ ثُ  لَّ ال

هِ وَلَا الض٣٦ْ  لَّ لَى ال عَ فْ وَ لَطَّ تَ يَ لْ مَرَضْوَ ةٍ وَمِنْ  مَصَ خْ مَ مَ مِنْ  مِي لْ وَا

بِذِي٣٧ هِمْ  بَاطِلٍ بِ بَرْقٍ  ءَ  بَا لَّذِيوَ جَهْرِ ا  ةِ وَالْ  لَى الشِّدَّ عَ وَاحْرِصْ 
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ر٣٨ِ بْ  بِّ الصَّ حُ  جِيمِ كَ  فِي الْ هَا وَ فِي رِ لْفَجْ جِّ ا  تْ وَحَ ثَّ تُ  ةٍ اجْ وَ بْ رَ

نَا٣٩ نْ سَكَ لًا إِ لْقَ نَنْ مُقَ يِّ  بَ نَاوَ يَ بْ  قْفِ كَانَ أَ وَ لْ فِي ا يَكُنْ  نْ  وَإِ

حَق٤٠ُّ  حَطتُّ الْ حَصَ أَ ءَ حَصْ حَا قُووَ يَسْ طُو  يَسْ قِيمِ  تَ  ينَ مُسْ وَسِ

باب الراءات

سِرَت٤١ْ ذَا مَا كُ ءَ إِ ا رَّ قِّقِ ال نَتْوَرَ كَ يْثُ سَ بَعْدَ الْكَسْرِ حَ ذَاكَ  كَ

لَا٤٢ تِعْ  بْلِ حَرْفِ اسْ قَ تَكُنْ مِنْ  لَمْ  نْ  لَاإِ  صْ يْسَتْ أَ لَ ةُ  رَ نَتِ الْكَسْ وْ كَا أَ

جَد٤٣ُ يُو رْقٍ لِكَسْرٍ  فِ فِي  لْفُ  خُ  دُوَالْ تُشَدَّ ذَا  رًا إِ ي تَكْرِ فِ  خْ وَأَ

باب اللامات وأحكام متفرقة

ه٤٤ِ  لَّ لَّامَ مِنِ اسْمِ ال خِّمِ ال هِوَفَ لَّ بْدُ ال عَ  ضَمٍّ كَ تْحٍ اوْ  فَ عَنْ 

ا٤٥ صُصَ خِّمْ وَاخْ لَاءِ فَ تِعْ  لِاسْ اوَحَرْفَ ا عَصَ لْ قَالَ وَا وُ  حْ  وَى نَ قْ  بَاقَ أَ  لِاطْ ا

حَطتُّ مَع٤٦ْ بَاقَ مِنْ أَ  طْ يِّنِ الْإِ بَ قَعْوَ مْ وَ لُقْكُّ خْ بِنَ لْفُ  خُ  بَسَطتَّ وَالْ

نَا٤٧ لْ عَ فِي جَ كُونِ  لَى السُّ عَ نَاوَاحْرِصْ  لْ لَ  مَغْضُوبِ مَعْ ضَ لْ عَمْتَ وَا نْ  أَ

سَى٤٨ حْذُورًا عَ تَاحَ مَ فِ نْ لِّصِ ا خَ ظُورًا عَصَىوَ مَحْ بِ بَاهِهِ  تِ  خَوْفَ اشْ

تَا٤٩ بِ بِكَافٍ وَ ةً   تَاوَرَاعِ شِدَّ نَ تْ فِ فَّى  وَ تَ تَ شِرْكِكُمْ وَ كَ

كَن٥٠ْ نْ سَ نْسٍ إِ ثْلٍ وَجِ لَيْ مِ  وَّ بِنْوَأَ  بَلْ لَا وَأَ قُلْ رَبِّ وَ دْغِمْ كَ أَ

عَم٥١ْ نَ قُلْ  هُمْ وَ لُوا وَ قَا يَوْمِ مَعْ  فِي  تَقَمْ لْ فَا لُوبَ  قُ تُزِغْ  هُ لَا  بِّحْ   سَ

باب الضاد والظاء

رَج٥٢ِ خْ لَةٍ وَمَ تِطَا  بِاسْ ادَ  جِيوَالضَّ  هَا تَ لُّ اءِ وَكُ يِّزْ مِنَ الظَّ مَ

ظ٥٣ِ حِفْ  هْرِ عُظْمِ الْ لِّ الظُّ عْنِ ظِ فِي الظَّ ظِ فْ لَّ هْرِ ال رْ عَظْمِ ظَ نْظِ  قِظْ وَأَ يْ  أَ

مَا٥٤ لَ  ظْمٍ ظَ وَاظُ كَ  لَظَى شُ رْ  اهِ رْ ظَمَاظَ تَظِ نْ فُرٍ ا لَامَ ظُ  لُظْ ظَ اغْ

وَى٥٥ جَا وَعِظْ سِ يْفَ  ا كَ نًّ  رَ ظَ فَ ظْ وَاأَ  حْلِ زُخْرُفٍ سَ نَّ لَّ ال ينَ ظَ عِضِ

وا٥٦ لُّ  رُومٍ ظَ بِ مْ وَ تُ لْ  لْتَ ظَ  نَظَلُّوَظَ رَا  عَ  لَّتْ شُ  جْرِ ظَ حِ  كَالْ

تَظِر٥٧ِ  مُحْ لْ حْظُورًا مَعَ ا لْنَ مَ لَ  يَظْ ظَرِ نَّ مِيعِ ال ا وَجَ فَظًّ نْتَ  وَكُ

رَه٥٨ْ نَاضِ لَى  و هَلْ وَأُ يْلٌ  وَ بِ ا  لَّ رَهْإِ قَاصِ هُودٍ  عْدِ وَ رَّ يْظِ لَا ال غَ لْ وَا
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عَام٥٩ِ  لَى الطَّ عَ حَضُّ   حَظُّ لَا الْ  يوَالْ امِ لَافُ سَ خِ  نِينٍ الْ  فِي ظَ وَ

يَانُ لَازِم٦٠ُ بَ لْ يَا ا قَ لَا تَ نْ  مُوَإِ لِ ا عَضُّ الظَّ يَ رَكَ  هْ نْقَضَ ظَ  أَ

م٦١ُ تُ  فَضْ  رَّ مَعْ وَعَظْتَ مَعْ أَ طُ هِمُوَاضْ لَيْ عَ هُهُمْ  بَا  هَا جِ فِّ  وَصَ

باب النون والميم المشددتين والميم الساكنة

نُونٍ وَمِن٦٢ْ ةَ مِنْ   نَّ غُ لْ هِرِ ا ظْ يَنْوَأَ فِ  خْ ذَا مَا شُدِّدَا وَأَ مِيمٍ إِ

لَدَى٦٣ ةٍ  نَّ غُ بِ كُنْ  تَسْ نْ  مَ إِ مِي لْ دَاا هْلِ الْأَ تَارِ مِنْ أَ  مُخْ لْ لَى ا عَ بَاءٍ 

حْرُف٦٤ِ قِي الْأَ بَا نْدَ  هَا عِ  رَنْ هِ ظْ تَفِيوَأَ خْ  نْ تَ فَا أَ لَدَى وَاوٍ وَ وَاحْذَرْ 

باب حكم التنوين والنون الساكنة

لْفَى٦٥ يُ نُونٍ  ينٍ وَ نْوِ تَ فَاوَحُكْمُ  خْ لْبٌ إِ قَ غَامٌ وَ هَارٌ ادْ ظْ إِ

غِم٦٦ْ رْ وَادَّ هِ ظْ لْقِ أَ حَ  نْدَ حَرْفِ الْ عِ فَ لَزِمْ ةٍ  نَّ غُ بِ ا لَا  رَّ لَّامِ وَال فِي ال

يُومِن٦٧ُ فِي  ةٍ  نَّ غُ بِ مَنْ   دْغِ نُواوَأَ وَ نْ يَا عَ نْ دُ مَةٍ كَ بِكِلْ ا  لَّ إِ

ذَا٦٨ ةٍ كَ نَّ غُ بِ بَا  لْ نْدَ ا لْبُ عِ لْقَ خِذَاوَا رُوفِ أُ حُ  قِي الْ بَا لَدَى  فَا  لِاخْ ا

باب المد والقصر

تَى٦٩  مَدُّ لَازِمٌ وَوَاجِبٌ أَ لْ تَاوَا بَ ثَ قَصْرٌ  وَ وَ زٌ وَهْ ئِ جَا وَ

بَعْدَ حَرْفِ مَد٧٠ّْ ءَ  جَا نْ  لَازِمٌ إِ فَ مَدّْ يُ ولِ  بِالطُّ يْنِ وَ لَ حَا اكِنُ  سَ

ة٧١ِ زَ مْ هَ بْلَ  قَ ءَ  جَا نْ  مَةِوَوَاجِبٌ إِ بِكِلْ عَا  مِ نْ جُ لًا إِ  تَّصِ مُ

لَا٧٢  نْفَصِ تَى مُ  ذَا أَ زٌ إِ ئِ جَا لَاوَ جَ  قْفًا مُسْ كُونُ وَ وْ عَرَضَ السُّ أَ

باب معرفة الوقوف

رُوف٧٣ِ حُ  لِلْ يدِكَ  جْوِ  بَعْدَ تَ قُوفِوَ وُ لْ فَةِ ا بُدَّ مِنْ مَعْرِ لَا 

ذَن٧٤ْ سَمُ إِ  تُقْ يَ  تِدَاءِ وَهْ بْ لِا مٌّ وَكَافٍ وَحَسَنْوَا تَا ةٌ  ثَ لَا ثَ

جَد٧٥ِ يُو لَمْ  نْ  فَإِ مَّ  مَا تَ لِ يَ  تَدِيوَهْ بْ فَا نًى  وْ كَانَ مَعْ قٌ أَ لُّ عَ تَ

عَن٧٦ْ نَ فَامْ ظًا  لَفْ فِي وَ لْكَا فَا امُّ  تَّ فَال حَسَنْ  فَالْ ؤُوسَ الْآيِ جَوِّزْ  ا رُ لَّ إِ

ه٧٧ُ لَ بِيحٌ وَ قَ مَّ  رُ مَا تَ يْ غَ هُوَ لَ بْ قَ بْدَا  يُ ا وَ رًّ طَ قَفُ مُضْ يُو

قْفٍ وَجَب٧٨ْ رْآنِ مِنْ وَ لْقُ فِي ا يْسَ  لَ بَبْوَ هُ سَ لَ رَ مَا  يْ غَ وَلَا حَرَامٍ 
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باب المقطوع والموصول

تَا٧٩ طُوعٍ وَمَوْصُولٍ وَ مَقْ لِ تَىوَاعْرِفْ   قَدْ أَ فِيمَا  مَامِ  حَفِ الْإِ فِي مُصْ

نْ لَا٨٠ مَاتٍ أَ عَشْرِ كَلِ بِ قْطَعْ  فَا ا لَّ هَ إِ لَ  إٍ وَلَا إِ جَ لْ مَعْ مَ

هُودَ لَا٨١ نِي  ثَا ينَ  يَاسِ بُدُوا  تَعْ لَىوَ عَ لُوا  تَعْ لَنْ  خُ  يَدْ شْرِكْ  تُ نَ  شْرِكْ يُ

نْ مَا٨٢ قُولَ إِ  لُوا لَا أَ يَقُو نْ لَا  لْ وَعَنْ مَاأَ تُوحَ صِ  مَفْ لْ عْدِ وَا رَّ بِال

نِّسَا٨٣ رُومٍ وَال بِ عُوا مِنْ مَا  قْطَ هُوا ا سَانُ سَّ مْ مَنْ أَ قِينَ أَ فِ نَا مُ لْ لْفُ ا خُ

يْثُ مَا٨٤ حٍ حَ نِّسَا وَذِبْ لَتِ ال  صِّ فُ نَّ مَا رُ إِ سْ تُوحَ كَ  مَفْ لْ لَمِ ا نْ  وَأَ

عَا٨٥ عُونَ مَ يَدْ تُوحَ   مَفْ لْ عَامَ وَا نْ عَاالَا قَ حْلٍ وَ  نْفَالِ وَنَ لْفُ الَا خُ وَ

لِف٨٦ْ تُ  هُ وَاخْ مُو تُ لْ  أَ لِّ مَا سَ لَ صِفْوَكُ وَصْ لْ ئْسَمَا وَا بِ قُلْ  ذَا  وا كَ رُدُّ

عَا٨٧ قْطَ فِي مَا ا ا  رَوْ تَ  نِي وَاشْ تُمُو  لَفْ خَ عَا لُو مَ بْ يَ هَتْ  تَ مُ اشْ تُ  فَضْ  يَ أَ وحِ أُ

لَا٨٨ كِ عَتْ رُومٌ  قَ لْنَ وَ عَ فَ نِيَ  ثَا لَا  هَا صِ رَ يْ غَ رَا وَ عَ  يلُ شُ نْزِ تَ

لِف٨٩ْ تَ خْ لْ وَمُ حْلِ صِ نَّ مَا كَال نَ يْ  فَأَ نِّسَا وُصِفْ حْزَابِ وَال رَا الْأَ عَ  فِي الشُّ

لَا٩٠ عَ جْ  نْ نَ لَّ  هُودَ أَ مْ  لَّ  فَإِ لْ  لَىوَصِ عَ وْا  سَ تَأْ نُوا  زَ حْ  لَا تَ يْ كَ مَعَ  جْ نَ

عُهُم٩١ْ  قَطْ يْكَ حَرَجٌ وَ لَ عَ جٌّ    هُمْحَ يَوْمَ  لَّى  وَ تَ ءُ مَنْ  يَشَا عَنْ مَنْ 

ؤُلَا٩٢ هَ لَّذِينَ  هَذَا وَا لَاوَمَالِ  لْ وَوُهِّ مَامِ صِ فِي الْإِ حِينَ  تَ

ل٩٣ِ هُمْ صِ لُو هُمْ وَكَا نُو لِوَوَزَ تَفْصِ هَا لَا  يَا وَ ذَا مِنَ الْ وَ كَ

باب التاءات

رَه٩٤ْ بَ ا زَ تَّ بِال زُّخْرُفِ  مَتُ ال  رَهْوَرَحْ بَقَ لْ هُودٍ كَافِ ا الَاعْرَافِ رُومٍ 

هَم٩٥ْ رَ بْ  حْلٍ إِ  لَاثُ نَ ثَ هَا  تُ نِعْمَ هَمّْ انِ  ثَّ رَاتٌ عُقُودُ ال ي خِ عًا أَ مَ

ور٩٦ِ رٌ كَالطُّ فَاطِ مَّ  لُقْمَانُ ثُ ورِ نُّ هَا وَال  نَتَ بِ لَعْ رَانَ  مْ  عِ

ص٩٧ْ لْقَصَ رَانَ ا مْ  يُوسُفَ عِ تٌ  وَامْرَأَ
خَصّْ  مِعْ يُ بِقَدْ سَ يَتْ   مَ مَعْصِ ي حْرِ  تَ

فَاطِر٩٨ِ تْ  نَّ  خَانِ سُ  رَتَ الدُّ جَ  فِرِشَ غَا نْفَالِ وَحَرْفِ  لًّا وَالَا كُ

عَت٩٩ْ قَ فِي وَ نَّتٌ  يْنٍ جَ عَ تُ  رَّ قُ مَتْ نَتْ وَكَلِ بْ يَّتْ وَا قِ بَ رَتْ   فِطْ

لِف١٠٠ْ تُ  طَ الَاعْرَافِ وَكُلُّ مَا اخْ وْسَ اءِ عُرِفْأَ تَّ بِال فِيهِ  رْدًا  فَ عًا وَ مْ جَ
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باب همز الوصل

ضَم١٠١ّْ بِ فِعْلٍ  لِ مِنْ  وَصْ لْ هَمْزِ ا بْدَأْ بِ ضَمّْوَا يُ فِعْلِ  لْ لِثٌ مِنَ ا ثَا نْ كَانَ  إِ

فِي١٠٢ تْحِ وَ لْفَ حَالَ الْكَسْرِ وَا هُ  سِرْ فِيوَاكْ هَا وَ رُ سْ لَّامِ كَ رَ ال يْ غَ مَاءِ   الَاسْ

يْن١٠٣ِ نَ نَةِ امْرِئٍ وَاثْ بْ بْنٍ مَعَ ا يْنِا تَ نَ ثْ ةٍ وَاسْمٍ مَعَ ا  وَامْرَأَ

باب الوقف على أواخر الكلم

رَكَه١٠٤ْ حَ  لِّ الْ بِكُ قْفَ  وَ لْ حَاذِرِ ا رَكَهْوَ حَ  بَعْضُ الْ فَ ذَا رُمْتَ  ا إِ لَّ إِ

شِم١٠٥ّْ  بٍ وَأَ نَصْ بِ وْ  تْحٍ أَ بِفَ ا  لَّ ضَمّْإِ فْعٍ وَ فِي رَ مِّ  بِالضَّ ةً  ارَ شَ إِ

الخاتمة

مُقَدِّمَه١٠٦ْ لْ نَظْمِيَ ا تَقَضَّى  قَدْ  تَقْدِمَهْوَ رْآنِ  لْقُ لِقَارِئِ ا نِّي  مِ

عَدَد١٠٧ْ لْ فِي ا قَافٌ وَزَايٌ  هَا   يَاتُ بْ  رَّشَدْأَ بِال رْ  فَ يَظْ يدَ  وِ جْ تَّ نِ ال حْسِ  مَنْ يُ

تَام١٠٨ُ  هَا خِ لَ هِ   لَّ لِ مْدُ  حَ  لَامُوَالْ  بَعْدُ وَالسَّ ةُ  لَا  مَّ الصَّ ثُ

لِه١٠٩ِ طَفَى وَآ مُصْ لْ بِيِّ ا نَّ لَى ال عَ لِهِ وَا نْ بِعِي مِ تَا بِهِ وَ حْ  وَصَ
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付録2：用語集

本書で用いたアラビア語の用語と、この版で用いたラテン文字表記。各版を互いに照合できるようにす

るためのものです。

アラビア語の用語 翻字

الأَضْرَاس Al-Adras

ثَة لِّ ال Al-Lithah

ة يَّ  رِ زَ جَ مُقَدِّمَة ال ال Al-Muqaddimah al-Jazariyyah

ة يَّ بِ اطِ الشَّ Ash-Shatibiyyah

يَا نَا  ثَّ ال Ath-Thanaya

لَة مَ بَسْ ال Basmalah

بْط الضَّ Dabt

وَر  ح السُّ وَاتِ فَ  Fawatih as-Suwar

ة نَّ غُ ال Ghunnah

يَة نَا كِ هَاء ال  Ha' al-Kinayah

حَدْر ال Hadr

عَاصِم حَفْص عَنْ  Hafs 'an 'Asim

لْق حَ ال Halq

هَمْس ال Hams

ع زَة القَطْ مْ هَ  Hamzat al-Qat'

ل وَصْ زَة ال مْ هَ  Hamzat al-Wasl

رَكَة حَ ال Harakah

رَكَات حَ ال Harakat

مَدّ حَرْف ال Harf Madd

لْق حَ حُرُوف ال Huruf al-Halq

مَدّ حُرُوف ال Huruf al-Madd

لَة قَ لْ قَ حُرُوف ال Huruf al-Qalqalah

بْدَال  الإِ Ibdal

تِدَاء بْ الا Ibtida'

غَام دْ الإِ Idgham

يْن لَ ثْ مِ غَام ال دْ إِ Idgham al-Mithlayn

ة نَّ غُ بِ غَام  دْ الإِ Idgham bi-Ghunnah

ة نَّ لَا غُ بِ غَام  دْ الإِ Idgham bila Ghunnah

アラビア語の用語 翻字

غَام الكَامِل دْ الإِ Idgham Kamil

قِص ا نَّ غَام ال دْ الإِ Idgham Naqis

مْسِيّ غَام الشَّ دْ الإِ Idgham Shamsi

ذْلَاق الإِ Idhlaq

فَاء خْ الإِ Ikhfa'

فَوِيّ فَاء الشَّ خْ الإِ Ikhfa' Shafawi

لَة مَا الإِ Imalah

تَاح نْفِ الا Infitah

رَاف حِ  الانْ Inhiraf

لَاب قْ  الإِ Iqlab

بَاع  شْ الإِ Ishba'

مَام  شْ الإِ Ishmam

مَات  صْ الإِ Ismat

نَاد  سْ الإِ Isnad

تِعَاذَة  الاسْ Isti'adhah

تِفَال  الاسْ Istifal

لَاء تِعْ  الاسْ Isti'la'

لَة تِطَا  الاسْ Istitalah

بَاق  طْ الإِ Itbaq

هَار ظْ الإِ Izhar

لْقِيّ حَ هَار ال ظْ الإِ Izhar Halqi

لَق  مُطْ هَار ال ظْ الإِ Izhar Mutlaq

هَار القَمَرِيّ ظْ الإِ Izhar Qamari

فَوِيّ هَار الشَّ ظْ الإِ Izhar Shafawi

جَهْر ال Jahr

جَوْف ال Jawf

بِير الكَ Kabir

خَفَاء ال Khafa'
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アラビア語の用語 翻字

يْشُوم خَ ال Khayshum

حْن  اللَّ Lahn

لِيّ جَ حْن ال  اللَّ Lahn Jali

خَفِيّ حْن ال  اللَّ Lahn Khafi

يف عْرِ تَّ لَام ال Lam at-Ta'rif

لَة لَا جَ لَفْظ ال لَام  Lam Lafz al-Jalalah

ف خَفَّ مُ فِيّ ال رْ حَ لَّازِم ال ال Lazim Harfi Mukhaffaf

ل ثَقَّ مُ فِيّ ال رْ حَ لَّازِم ال ال Lazim Harfi Muthaqqal

ف خَفَّ مُ مِيّ ال لَّازِم الكَلِ ال Lazim Kalimi Mukhaffaf

ل ثَقَّ مُ مِيّ ال لَّازِم الكَلِ ال Lazim Kalimi Muthaqqal

لِّين ال Lin

لِّسَان ال Lisan

مَدّ ال Madd

بَدَل مَدّ ال Madd al-Badal

مَدّ الفَرْق Madd al-Farq

وَض عِ مَدّ ال Madd al-'Iwad

لِّين مَدّ ال Madd al-Lin

كُون لِلسُّ مَدّ العَارِض  ال Madd 'Arid li-s-Sukun

لِيّ  صْ مَدّ الأَ ال Madd Asli

مْكِين تَّ مَدّ ال Madd at-Tamkin

يّ مَدّ الفَرْعِ ال Madd Far'i

لَّازِم مَدّ ال ال Madd Lazim

ل نْفَصِ مُ مَدّ ال ال Madd Munfasil

ل صِ تَّ مُ مَدّ ال ال Madd Muttasil

بِيعِيّ  مَدّ الطَّ ال Madd Tabi'i

خَارِج مَ ال Makharij

رَج خْ مَ ال Makhraj

طُوع مَقْ ال Maqtu'

مَوْصُول ال Mawsul

نَة اكِ مِيم السَّ ال Mim Sakinah

لَان ثْ مِ ال Mithlayn

فَهَة مُشَا ال Mushafahah

بَاعِدَان تَ مُ ال Mutaba'idayn

نِسَان تَجَا مُ ال Mutajanisayn

アラビア語の用語 翻字

بَان  تَقَارِ مُ ال Mutaqaribayn

لَق  مُطْ ال Mutlaq

نَة اكِ ون السَّ نُّ ال Nun Sakinah

لَة قَ لْ قَ ال Qalqalah

القَصْر Qasr

ع القَطْ Qat'

ءَة رَا القِ Qira'ah

رَّخَاوَة ال Rakhawah

نِيّ ثْمَا عُ سْم ال رَّ ال Rasm 'Uthmani

رَّوْم ال Rawm

يَة رِّوَا ال Riwayah

رُؤُوس الآي Ru'us al-Ay

فِير الصَّ Safir

غِير  الصَّ Saghir

كْت السَّ Sakt

ة دَّ الشَّ Shaddah

تَان فَ الشَّ Shafatan

ة الشِّدَّ Shiddah

فَة الصِّ Sifah

فَات الصِّ Sifat

ة فَات العَارِضَ الصِّ Sifat 'Aridah

لَّازِمَة فَات ال الصِّ Sifat Lazimah

لَة  الصِّ Silah

بْرَى  لَة الكُ  الصِّ Silah Kubra

رَى غْ لَة الصُّ  الصِّ Silah Sughra

كُون السُّ Sukun

تُوحَة  مَفْ اء ال تَّ ال Ta' Maftuhah

ة بُوطَ  رْ مَ اء ال تَّ ال Ta' Marbutah

ير تَّدْوِ ال Tadwir

فَشِّي تَّ ال Tafashshi

فْخِيم تَّ ال Tafkhim

قِيق تَّحْ ال Tahqiq

يد وِ تَّجْ ال Tajweed

رِير كْ  تَّ ال Takrir
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アラビア語の用語 翻字

ين نْوِ  تَّ ال Tanwin

يق رِ الطَّ Tariq

قِيق رْ تَّ ال Tarqiq

تِيل رْ تَّ ال Tartil

سْهِيل تَّ ال Tashil

ط وَسُّ  تَّ ال Tawassut

ط وَسُّ  تَّ ال Tawassut

شْر نَّ بَة ال يِّ  طَ Tayyibat an-Nashr

لَاوَة تِّ ال Tilawah

وَقْف ال Waqf

アラビア語の用語 翻字

نَقَة عَا مُ وَقْف ال Waqf al-Mu'anaqah

حَسَن وَقْف ال ال Waqf Hasan

رَارِيّ طِ وَقْف الاضْ ال Waqf Idtirari

بَارِيّ تِ  وَقْف الاخْ ال Waqf Ikhtibari

يَارِيّ تِ  وَقْف الاخْ ال Waqf Ikhtiyari

تِظَارِيّ نْ وَقْف الا ال Waqf Intizari

فِي وَقْف الكَا ال Waqf Kafi

بِيح وَقْف القَ ال Waqf Qabih

امّ تَّ وَقْف ال ال Waqf Tamm

ل وَصْ ال Wasl
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クルアーン本文：マディーナ版ムスハフ（ハフスのリワーヤ）の記号を伴うウスマーン書体を、一般

的なデジタル形式で、ファハド国王コンプレックスのフォント（KFGQPC Uthmanic Script HAFS）

で組版しました。

補足

アッラーがこの本を有益なものとし、ひたすらご自身のためのものとしてくださるよう願います。

正しい部分はアッラーからのものです。誤りを見つけられた方は、onlinequran.meを通じてお知

らせください。
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